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2022年標準設計改訂要旨

  設計図は、工事の契約図書のなかでも、重要な役割を占め工事

改訂の要旨は、以下に示すとおりである。 目的物の完成形、ならびに品質規格を示している。

  従来工事設計図は、各工事毎に作成し、それによって積算され

実施に移されて来た。

１．技術指針等の改訂   一方で設計・施工の合理化の一環として「土木構造物標準設計」

　　各種指針・要領等の改訂に伴う見直し。 など設計の標準化が進められてきている。

  北陸地方整備局でも、設計・施工の合理化を目的に上記標準設

２．土木用コンクリート製品設計便覧の改訂 計を補完すべく検討を進めてきたが、この度、共通編、河川編、

　　土木用コンクリート製品設計便覧（製品評価委員会、以下「製品設計便覧」 道路編からなる「標準設計〔北陸地方整備局　監修〕」をとりま

  という）の改訂に伴う見直し。 とめ、具体の設計に活用することとした。

  使用にあたっての留意事項等は、「１．標準設計の考え方」に

示したがその旨を勘案のうえ、業務の簡素化等に活用されること

を望むものである。

　なお、当標準設計は、逐次改訂・追加を行い内容の充実を図っ

ていきたいと考えているので、今後における積極的かつ建設的提

案を期待するものである。
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　土木工事の設計、施工には「設計計算」「設計図作成」「積算」「設計変更」「変更に

よる設計、積算」「完成図作成」等の各段階があるが、いずれの段階においても図面が

業務内容に介在している。そして図面の出来、不出来が工事目的物の仕上りのみならず、

各段階の業務量に大きく影響する。図面の作成は、基本的にはJISや土木学会制定の基準

等によっているが実際には各設計者が過去の設計例などを参考に種々工夫を行っている。

　近年、委託設計の増加、具体の設計過程の細分化等により、次第に図面枚数が増加

している。工事の発注に際しては限られた時間内で必要な設計図書を作成することが

とが必須条件であり、図面枚数は必要最小限に抑えることが必要であると同時に、適正な

施工を目的とした条件明示も大切である。　

　そのため、北陸地方整備局では、設計、積算の簡素化の一環として、北陸地方整備局

設計要領等の整備、充実を図っているところである。

　本『標準設計』はこれらを背景に以下の目的で作成したものである。

(1)　河川・道路工事等に共通で仕様するものについては共通編に、河川関係及び道 ２．標準設計の使い方
　 路関係はそれぞれ河川編及び道路編にまとめた。

(2)　各工事に共通する工種について標準的な設計を整備するとともに、標準設計図 　本標準設計は、設計・施工に使用する参考資料となるものである。

　 をあらかじめ定めておき、それぞれの工事においてこれを活用することによって 　なお、標準設計が改訂された場合には、改訂記号が右肩に付記される。

　 設計、施工の簡素化に役立てる。

例） 共：共通編
河：河川編

改訂西暦（下２桁）　　道：道路編　　　　

　

る考えである。技術基準等の改訂及び施工面等で不都合な事項等々については、必要

に応じて逐次追加、改訂していく予定であるが、構造等の内容に変更のない軽微な技

術指針等の改訂については最新の技術指針等に読み替えて活用するものとする。なお

気付いた点があれば速やかに担当窓口へ連絡いただければ幸いである。設計業務を合

理的に進めるには、図面だけでなく他の関係図書の改善も必要であり、調査から設計、

施工に至る各段階での創意工夫を望むものである。

１．標準設計の考え方 概　　念　　図

(3)　設計、施工条件の整備によって、各設計及び工事間のバランスを確保する。

(4)　設計、施工の考え方、留意点等についてのガイドラインとする。

　これを概念図に示せば右図のようになる。
　      図面番号

  03 改 標準設計は、当面小構造物を中心に作成してあるが今後も引き続き内容の充実を図

ＰＵ
名
称

工種
記号

Ｕ型溝（プレキャスト）

共－Ⅰ－１

－ １ － － ２ －
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・

・その他

・技術基準

・示方書

・指針

・要綱

・マニュアル

・その他

一般的基準等 各工事毎に個別に作成

各工事に共通

・入札公告、入札説明書

・工事請負契約書 など
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左記を基に
設計図書
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工　種
記　号

図 面 No. ページ
参考

製品設計便覧
図番号ページ

備　考
工　種
記　号

図 面 No. ページ
参考

製品設計便覧
図番号ページ

備　考

側　溝　関　係 Ⅰ

法　面　保　護　関　係 Ⅴ

ブロック積・張工関係 Ⅵ

擁　壁　関　係 Ⅶ

管　渠　関　係 Ⅱ

桝　関　係 Ⅲ

そ　の　他 Ⅷ

凾　渠　関　係 Ⅳ

共－36,共－40
P43,P48

境 界 標 K

電 線 共 同 溝
（ Ｃ Ｃ Ｂ Ｏ Ｘ ）

CCBX 3 P48

2 P47

P49
共－37
P44

P50
共－38
P46

5 P45

共－35
P42

共－34
P41

LW

P44
共－33
P40

DK 1 P46

井 桁 擁 壁
（ 組 合 せ 型 ）

IC

断 熱 型 枠

共－20
P27

2 P43

IW 4

P34

共－26
P33

共－21
P28

共－23,共－22
P30,P29

P39

1 P35

3 P37

P38

1 P42

－ 6～8 P29～31

共－25
P32

ブ ロ ッ ク 積

FB

ア ー チ ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト ABX 9 P32
共－16
P23

大 型 平 張 ブ ロ ッ ク 張

Rπ1～Rπ2
RM1～RM2

法 枠 ブ ロ ッ ク
（ プ レ キ ャ ス ト ）

PFⅠ～PFⅡ 1 P33

2吹 付 法 枠 CF

P36

共－28
P35

P40

共－30
P37

擬 石 型 ブ ロ ッ ク 積 RG

Ｌ 型 擁 壁
（ プ レ キ ャ ス ト ）

中 空 型 ブ ロ ッ ク 積 RC 8 P41

井 桁 擁 壁
（ フ レ ー ム 型 ）

法 先 ブ ロ ッ ク NW

石 張 ブ ロ ッ ク SK

ブ ロ ッ ク 張
Kπ1～Kπ3
KM1～KM3

4

連 節 蛇 篭 ブ ロ ッ ク 張 工 RJ 2

共－29
P36

共－31
P38

7

5

ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト
（ プ レ キ ャ ス ト ）

BX(P)
BX(R)

共－13,共－40
P18,P48

1

大 型 ボ ッ ク ス
カ ル バ ー ト Ⅱ 型

LBX(Ⅱ)

大 型 ボ ッ ク ス
カ ル バ ー ト Ⅰ 型

LBX(Ⅰ)

4 P27
共－40
P48

2 P25

3 P26

組 立 型 集 水 桝
（ プ レ キ ャ ス ト ）

Ms

連 結 ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト
RBX(P)
RBX(R)

P24

3 P23

共－10,共－40
P15,P48

集 水 桝 ・ 街 渠 桝 MA種～MH種 1 P21

共－９
P14

鋼 板 蓋 S 2 P22

共－７
P11

自 由 勾 配 側 溝 蓋
C-C-T
C-G-T

11 P17

函 渠 型 側 溝 PC-Ⅰ～Ⅲ 12 P18

管 渠
（ そ の 1 ） （ そ の 2 ）

HP1～HP2 1～2 P19～20

共－６
P10

共－６
P10

鋼 製 格 子 蓋
（ グ レ ー チ ン グ ）

SG1T～SG3T
MSGT

7 P13

素 掘 側 溝 EU1～EU2 8 P14

仮 排 水 路 TU1～TU2

自 由 勾 配 側 溝
（ プ レ キ ャ ス ト ）

FU 10 P16

9 P15

共－２
P6

道 路 用 側 溝
（ 現 場 打 ち ）

U4 4 P10

共－２、３
P6、P7

ベ ン チ フ リ ュ ー ム
（ プ レ キ ャ ス ト ）

BF 6 P12
共－５

P9

道 路 用 側 溝 ふ た
（ プ レ キ ャ ス ト ）

CT
CGT

5 P11

名　　　称 名　　　称

Ｕ 型 溝
（ プ レ キ ャ ス ト ）

PU 1 P7
共－１

P5

道 路 用 側 溝
（ プ レ キ ャ ス ト ）

PUT 3 P9

Ｕ 型 溝
（ 現 場 打 ち ）

U1～U3 2 P8

段 落 ち 防 止 用 枕 （ 現 場 打 ち ）
（ そ の 1 ） （ そ の 2 ） （ そ の 3 ）

大 型 ボ ッ ク ス
カ ル バ ー ト Ⅲ 型

LBX(Ⅲ) 5 P28
共－40
P48

組 立 集 水 井 筒
（ プ レ キ ャ ス ト ）

砂-集水 4

円 形 落 差 工 砂-落差工 5

－ ５ － － ６ －



　
〔適用条件〕

1． 　交通荷重（歩道除雪車含む）の影響を受ける箇所に使用する。

　なお、荷重条件としては一般車両（ｑ＝10.0kN/m
2
）とする。

〔仕　　様〕

1． 　構造規格は「土木用コンクリート製品設計便覧（共－１）」による。

2． 　製品長は５ｍを標準とするが、現場条件等を勘案して、５ｍが使用できない場合は協議事項とする。

3． 　基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

4． 　基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

5． 　目地はモルタル接合または同等以上の止水性材料による接合とする。

6． 　埋戻しは、十分締固めを行う。

〔設計表示方法〕

ＰＵ－Ｂ ( ) － ℓ ( )    Ｌ＝（　　）m

 製品長 　設計延長

  製品幅

表示例

ＰＵ－Ｂ450－ℓ5000　　　Ｌ＝250m

450

Ｂ Ｈ

－ ７ －

450

共－Ⅰ－1

名
称

工種
記号 ＰＵＵ型溝（プレキャスト）

PU－600

PU－450

600 600

単位　(mm)

呼び名
寸　　　法

300 300PU－300

改13



〔適用条件〕

1. 　プレキャスト製品が使用できない箇所に使用する。

2. 　１型及び２型は交通荷重の影響を受けない箇所に使用する。

　なお、荷重条件としては群集荷重（ｑ＝3.5ｋN/m
2
）とする。

3. 　３型は交通荷重の影響を受ける箇所に設置する。

　なお、荷重条件としては一般車両（ｑ＝10.0ｋN/m
2
）とし、歩道除雪車も含める。

〔仕　　様〕

1. 　コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

基礎材の厚さは15cm程度とする。

　ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

2. 　基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

3. 　基礎材の施工幅は、施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

4. 　目地間隔は10ｍ以内とし、厚さ10mm程度の瀝青繊維質目地板を使用する。

２型.３型
5. 　埋戻しは、十分締固めを行う。

6. 　部分的に蓋を設置する場合は、落蓄型とする場合も同断面とみなす。

〔設計表示方法〕

Ｌ ＝ (　) ｍ

表示例

Ｌ ＝ 100ｍ

Ｕ (　)－ Ｂ(　) × Ｈ(　)

1,2,3の種別

Ｕ２ － Ｂ600×Ｈ800

セメントの種類

18 8cm又は12㎝ 25㎜又は40㎜ 60％以下
高炉セメント

（Ｂ種）

呼び強度

U1 - 600×600 600 600

U1 - 600×700 600 700

粗骨材の最大寸法

１型

単位（㎜）

規　　格
寸　　　法

Ｂ Ｈ

U1 - 700×700 700 700

水セメント比

－ ８ －

共－Ⅰ－2

名
称

工種
記号 Ｕ１～Ｕ３　Ｕ型溝 (現場打ち)

スランプ

1:0
.2

1
:0
.2

設計延長
幅 深さ

改13

単位 （mm）

B H h1 b1 t
U2 - 600× 800 600 800 150 160 150
U2 - 800× 800 800 800 150 160 150
U2 - 900× 900 900 900 200 180 150
U2 -1000×1000 1000 1000 200 200 150
U3 - 600× 600 600 600 150 120 150
U3 - 600× 700 600 700 150 140 150
U3 - 600× 800 600 800 150 160 150
U3 - 700× 700 700 700 150 140 150
U3 - 800× 800 800 800 150 160 150
U3 - 900× 900 900 900 200 180 200

U3 -1000×1000 1000 1000 200 200 200

2型

3型

寸法
規格種別



　
〔適用条件〕

1． 　交通荷重（歩道除雪車含む）の影響を受ける箇所に使用する。

　なお、荷重条件としては一般車両（T-25<後輪1軸荷重100kN>）とする。

2． 　側溝蓋は、コンクリート蓋（プレキャスト製品）を標準とする。

〔仕　　様〕

1． 　構造規格は「土木用コンクリート製品設計便覧（共－２）」による。

2． 　製品長は５ｍを標準とするが、現場条件等を勘案して、５ｍが使用できない場合は協議事項とする。

3． 　基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

4． 　基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

5． 　目地はモルタル接合または同等以上の止水性材料による接合とする。

6． 　埋戻しは、十分締固めを行なう。

7． 　鋼製格子蓋を使用する場合は、同断面とみなす。

〔設計表示方法〕

ＰＵT－Ｂ（　　　）－ℓ（　　　）　 　Ｌ＝（　　　）m

　製品長   設計延長

製品幅

表示例

ＰＵＴ－Ｂ300－ℓ5000　　　　　Ｌ＝250m

PUT－500

寸　　　法

工種
記号 ＰＵＴ道路用側溝（プレキャスト）

－ ９ －

500 625

Ｂ
呼び名

共－Ⅰ－3

単位　(mm)

名
称

510

PUT－300 300

Ｈ

395

PUT－400 400

改13



〔適用条件〕
1. プレキャスト製品が使用できない箇所に使用する。

2. 交通荷重の影響を受けない箇所に使用する。

なお、荷重条件としては群集荷重（ｑ＝3.5kＮ/m
2
）とする。

3. 側溝蓋は、Ｃ１型または鋼格子蓋を標準とする。

〔仕　　様〕

1. コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

2. 側溝蓋（Ｃ１）の鉄筋は、SD345を使用する。

3. 基礎材は再生砕石(RC-40)を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

4. 基礎材の厚さは15cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5～10ｃｍ）をもたせる。

5. 目地間隔は10m以内とし、厚さ10mm程度の瀝青繊維質目地板を使用する。

6. 埋戻しは、十分締固めを行う。

7. 鋼製格子蓋を使用する場合は、蓋に応じて蓋掛かりを調整する。

鋼製格子蓋を使用する場合は、製品に見合った蓋掛かりとする。

〔設計表示方法〕

Ｕ４ － Ｂ （　） ｘ Ｈ （　） Ｌ＝（　）m

表示例

Ｕ４ － Ｂ600 ｘ Ｈ700 Ｌ＝100ｍ

名
称

工種
記号 Ｕ４　道路用側溝　(現場打ち)

セメントの種類

高炉セメント
（Ｂ種）

25mm又は40mm 55％以下

細骨材の
最大寸法

水セメント比

18 8cm又は12cm

24 8cm又は12cm
高炉セメント

（Ｂ種）

25mm又は40mm 60％以下

U4 - 700×700 700 700 830

側　溝

側溝蓋

600 600 730

U4 - 600×700 600 700 730

400 4.657 103

単位（㎜）

規　　　格
寸　　　　法

Ｂ Ｈ b1

U4 - 600×600

C1-B600 730 4 670

C1-B700 830 4 770

記　号

寸法表（㎜） 材　　料　　表 （1枚当り）

ｂ１
R1　鉄筋Ｄ13 R2　鉄筋Ｄ13

（Kg）長さ
蓋質量

本数

－ １０ －

本数 長さ （Kg）

4 400 4.259 91

4

種別

4型

共－Ⅰ－4

規格 呼び強度 スランプ

　側溝蓋（Ｃ１型）寸法および材料表

鉄筋質量

設計延長
幅 深さ

改03

5
0
0

5
0

4
0
0

5
0

10020 20
2
0

30 30

1
00

2
0

b1

側 溝 蓋　(Ｃ１型)

70 70

150 150
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Ｂ
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Ｈ

基礎材
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1. 　交通荷重（歩道除雪車含む）の影響を受ける箇所に使用する。

  なお、荷重条件としては一般車両（T-25「後輪１軸荷重100kＮ」）とする。

2.

〔仕　　様〕

1. 　構造規格は「土木用コンクリート製品設計便覧（共－２、３）」による。

2. 　設置箇所の状況、流出量及び清掃管理等を勘案し、鉄製格子蓋の設置間隔を適宜決定する。

ＣＧ型は消音の必要がある場合に設置する。なお、いずれも歩行に支障のない様に配置する。

〔設計表示方法〕
（　　）　－　ℓ（　　）　　　　　　　　Ｎ＝（　　）枚

呼び名  　製品長 　　設計枚数

表示例

ＣＴ－Ｂ300－ℓ500　　　Ｎ＝50枚

ＣＴ
ＣＧＴ道路用側溝ふた（プレキャスト）

  プレキャスト側溝及び場所打ち側溝に使用する。

CT-B300 

共－Ⅰ－5

〔適用条件〕

125 500

500

500

名
称

工種
記号

種　別
呼び名

寸　　法　(mm)

車道用(T) ｂ Ｔ Ｌ

Ｃ型

412 95 500

CT-B400 512 110 500

CT-B500 622

ＣＧ型

CGT-B250 362 90

CGT-B300 412 95

CGT-B500 622 125

－ １１ －

500
CGT-B400 512 110 500

ｂ

Ｔ

ｂ

Ｔ

Ｃ型

Ｌ Ｌ

ＣＧ型

ｂ

改13



　
〔適用条件〕

1． 法尻側溝、法面上の集排水、用排水路等で交通荷重や土圧等の影響が少ない箇所に使用する。

〔仕　　　様〕

1． 構造規格は｢土木用コンクリ－ト製品設計便覧(共－５ )｣による。

2． 製品長は５ｍを標準とするが、現場条件等を勘案して、５ｍが使用できない場合は協議事項とする。

3． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

4． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

5． 目地はモルタル接合または同等以上の止水性材料による接合とする（ソケット型も同様）。

6． 埋戻しは、十分締固めを行う。

〔設計表示方法〕

ＢＦ － ( ) － Ｂ ( ) － ℓ ( ) Ｌ ＝ ( ) ｍ

種別 　幅 　製品長 設計延長

Ⅰ、Ⅱ型

表示例

ＢＦ － － － ℓ Ｌ ＝ ｍ

共－Ⅰ－6

呼び名
寸　法

 ＢＦ－Ｉ－ 600 600 380

 ＢＦ－Ｉ－ 400 400

 ＢＦ－Ｉ－ 500 500

－ １２ －

工種
記号 ＢＦベンチフリューム(プレキャスト）

100

 ＢＦ－Ｉ－ 800 800

5000

 ＢＦ－Ｉ－ 300

260

320

単位　(mm)

Ｂ Ｈ

300 200

Ⅰ Ｂ300

名
称

 ＢＦ－Ⅱ－ 300 300 300

490

 ＢＦ－Ｉ－1000 1000 600

 ＢＦ－Ⅱ－ 500 500 500

 ＢＦ－Ⅱ－ 400 400 400

 ＢＦ－Ⅱ－1000 1000 1000

 ＢＦ－Ⅱ－ 600 600 600

 ＢＦ－Ⅱ－ 800 800 800

Ｂ

Ｈ

基礎材
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荷重区分 〔適用条件〕

1． 溝幅が60cm以下の側溝、水路及び集水桝、街渠桝等に使用する。

使用区分 2． 規格は、種別に応じ構造諸元表のとおりとする。

溝幅 3． 車道内に入るグレーチング蓋は、車両の走行により外れないようボルト等で固定する。

又は

　種別 ます幅 法 〔仕　　　様〕

×ます長(mm) 1． 鋼製格子蓋の材質は、SS400又は同等品以上とする。

2． 蓋厚 (主部材の厚さ) 及び質量は、標準以上とする。

3． 主部材の間隔は35.5mm以下とする。また、クロス部材の間隔は50～150mmの範囲とし、主部

　材は安全に十分な断面を有していなければならない。

4． 受枠の材質はSS400とし、部材厚は4.5mm以上とする。

5． 鋼製格子蓋 (グレ-チング) の塗装は、次のとおりとする。

蓋 溶融亜鉛メッキ JIS H 8641による。

枠 黒色錆止めペイント2回塗り

6． 蓋掛かりは、概ね50mmとする。

7． 掛け形式は落し蓋式とする。

〔設計表示方法〕

側溝用溝蓋

S G ( ) T － ( ) － ℓ ( ) Ｎ ＝ ( ) 枚

　溝幅 　製品長 　設計枚数

　種　別

1：側溝用蓋 (標準タイプ)

2：側溝用蓋 (嵩上げタイプ)

3：横断用側溝

ます蓋

－ ( ) － ( ) Ｎ ＝ ( ) 枚

注) 1． 溝蓋の長さは、995mmを標準とする。  ます幅 　ます長 　設計枚数

2． 使用規格が標準と異なる場合は、直近上位を使用する。

3． 標準質量には、受枠を含む。

4． ます蓋は、車両進行方向をスパン方向にした一方向版 　表示例

　で ある。従って、蓋掛かりは2面だけあればよい。

ただし、700×700以上は4面を標準とする。 ＳＧ1Ｔ － － ℓ Ｎ＝ 枚
5． 上表は、一般用について示しているので、現場条件等

　 により細目タイプを用いる場合は別途考慮すること。 － － Ｎ＝ 枚

名
称

工種
記号

SG1T～SG3T
MSGT鋼製格子蓋(グレ-チング)

700×700 75 84.2

500×700 75 52.1

1000×1000 100 216.2

900×900 90 162.8

構 造 諸 元 表

800×800 90 134.5

600×600 75 55.0

500×500 65 34.3

500×600 75 46.8

400×500 65 28.3

400×600 75 38.6ま
　
　
す
　
　
蓋

300×300 50 14.1

300×400 55 17.7

400×400 55 22.6

500 75 71.9

600 90 109.3

横
断
用
溝
蓋
③

250 50 35.3

300 55 41.4

400 65 55.2

50.8

500 125 90.1

600 ― ―

109.2

嵩
上
げ
タ
イ
プ
②

250 90 32.0

300 95 35.6

400 110

50

400 65

500 80

600 90

87.4

寸
　　車も含める。

蓋　厚 標準質量

側
溝
用
溝
蓋

標
準
タ
イ
プ
①

250 44

300

ＭＳＧＴ

車 道 用  (T)

　　一般車両 (T-25) を考慮す

　　る必要箇所とし、歩道除雪

(mm) (kg/セット)

29.1

38.5

51.9

－ １３ －

ＭＳＧＴ

共－Ⅰ－7

300 995

500 500

50

5

側溝用溝蓋

標準タイプ

主部材間隔

主部材厚

主部材

ｸﾛｽ部材

ｸﾛｽ
部材間隔

ｱﾝｶｰ

受枠

溝
幅

嵩上げタイプ

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞの長さ

蓋
厚

溝幅

嵩上げ材

ます蓋

ｱﾝｶｰ

受枠
主部材間隔

主部材厚ｸﾛｽ部材

主部材

ｸﾛｽ
部材間隔 ます幅

ま
す
長

（
車
両
進
行
方
向
）
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（単位：mm） 〔適用条件〕
1. 　水田の場合はＥＵ１を、畑地等などの場合はＥＵ２を標準とする。

〔仕　　様〕
1. 　畦畔は十分突き固めを行う。

2. 　表面は平滑に仕上げる。

3. 　流水系統を考慮に入れて、必要な縦断勾配を付け、地盤との取合を配慮する。

〔設計表示方法〕

表示例

Ｌ ＝ (　) ｍＥＵ (　)

ＥＵ 2 Ｌ ＝ 100 ｍ

名
称

工種
記号 EU1～EU2　素 掘 側 溝

共－Ⅰ－8

－ １４ －

300 300 600 300 600

3
0
0

3
0
0

1：
11：

1
1：

1

300 600 300 600 犬走り幅

1：
21：2

30
0

用
地
境
界

犬走り幅

用
地
境
界

Ｅ Ｕ １

Ｅ Ｕ ２

注）　寸法は標準値を示す。

1,2の種別 設計延長
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〔適用条件〕

1. 　盛土本体、法肩、法面等を保護するもので、盛土高・縦横断勾配等を勘案して暫定的に

設置する。

〔仕　　様〕

1. 　シート被覆の場合はシートが風で飛ばされないようにおもし等で安定させる。

2. 　雨水を集中させて路体崩壊を起こすことのないように流末処理に配慮する。

3. 　コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

　ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

〔設計表示方法〕

表示例

ＴＵ (　) Ｌ ＝ (　) ｍ

ＴＵ 2 Ｌ ＝ 100 ｍ

名
称 　仮 排 水 路

18 8cm又は12cm

呼び強度 スランプ セメントの種類

高炉セメント
（Ｂ種）

粗骨材の最大寸法 水セメント比

－ １5 －

共－Ⅰ－9

工種
記号 TU1～TU2

25mm又は40mm 65％以下

1,2の種別 設計延長

改03



〔適用条件〕
1. 　一般車両（T-25「後輪１軸荷重100kＮ」）を考慮する箇所に使用する。

2. 　現地の地形及び状況を考慮し、１．の条件箇所以外にも必要に応じて使用する。

3. 　蓋はコンクリート蓋（プレキャスト）を標準とする。

〔仕　　様〕

1. 　構造規格は、「土木用コンクリート製品設計便覧（共－６）」による。

これによれない場合は協議事項とする。

2. 　現場で使用するコンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

　ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

3. 　基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

4. 　基礎材及び均しコンクリートの厚さはそれぞれ10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕

（5～10cm）をもたせる。

単位（mm） 5. 　目地はモルタル接合または同等以上の止水性材料による接合とする。

6. 　埋戻しは、十分締固めを行う。

7. 　勾配コンクリートは最小5cmを確保する。

×

×

× 〔設計表示例〕
×

× ＦＵ－Ｂ（　）－C（　）－ℓ2000 Ｌ＝（　）ｍ
×   溝幅  設計延長

×

×

×

× 表示例
×

× ＦＵーＢ300－C800－ℓ2000 Ｌ＝100ｍ
×

×

×

×

×

×

1000

700

900

1100

900

1100

600

800

1000 1100

　〃 1300

　〃 1100

　〃 1300

　〃 1500

800 900

600 700

　〃 900

　〃 1100

800

500 600

　〃 1000

スランプ

18

B

寸法

600

ＦＵ自由勾配側溝（プレキャスト）

（Ｂ種）
18

　〃 800

　〃

300

500

勾配コンクリ-ト

共－Ⅰ－10

規　　　格 呼び強度

呼び名

300 400

C

400

セメントの種類
最大寸法

65％以下
高炉セメント

25mm
（Ｂ種）

粗骨材の

－ １６ －

　深さ

高炉セメント

40mm

8cm又は

12cm

8cm又は

12cm

工種
記号

　〃 700 700

均しコンクリ-ト

名
称

25mm又は

製品長

65％以下

水セメント比

　〃 900 900

400 500

600

800

　〃

400

500

Ｌ

800

600

1300

1300

1500

1000

1100

2000
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〔適用条件〕
1. 　一般車両（T-25「後輪１軸荷重100kＮ」）を考慮する箇所に使用する。

2. 　現地の地形及び状況を考慮し、１．の条件箇所以外にも必要に応じて使用する。

〔仕　　様〕

1. 　コンクリート（プレキャスト）蓋の構造規格は「土木用コンクリート製品設計便覧（共－６）」

による。

　これによれない場合は協議事項とする。

2.

3. 　ハネ上がり防止対策が必要な場合は、ボルトなどで固定するものとする。

4. 　蓋の構造規格は側溝本体の規格に応じて決める。

5. 　鋼製格子蓋（グレーチング）の塗装は、溶融亜鉛メッキ JIS H 8641 とする。

6. 　蓋掛かりは、概ね50mmとする。

7. 　掛け形式は落とし蓋式とする。

〔設計表示例〕

Ｃ－（　）－Ｔ－Ｂ（　）－ℓ（　） Ｎ＝（　）枚
 種別    溝幅 　製品長  設計枚数

Ｃ：コンクリート蓋

Ｇ：グレーチング蓋

表示例

Ｃ－Ｃ－Ｔ－Ｂ400－ℓ500 Ｎ＝80枚
参考値であり、詳細は「土木用コンクリート製品設計便覧［標準図集］」を確認すること。

b (mm) ｔ (mm)  ℓ (mm) b (mm)

グレ－チング蓋 (G)

参考質量
(kg)

80

150 180

400 50

69.2

ｈ (mm)

125

500 65

600

H (mm)  ℓ (mm)

103.6

35.0

49.5110

95

140

42

共－Ⅰ－11

名
称

工種
記号

Ｃ－Ｃ－Ｔ
Ｃ－Ｇ－Ｔ自由勾配側溝蓋

ただし、狭い歩道の場合は、蓋そのものが歩道有効幅員となるので、歩行に支障ない様に配慮する。

　蓋は、設置箇所の状況、流出量及び清掃管理等を勘案し、鋼製格子蓋の設置間隔を適宜決定する。

95.1600 700 140

溝幅B
(mm)

300 400 95

コンクリ－ト蓋　(C)

車道用(T)

参考質量
(kg)

コンクリ－ト（プレキャスト）蓋(C)

111

168

グレ－チング蓋　(G)

車道用(T)

700

500 600

160

125

1000 1801130

100

232

910800

500

1120

84

134.8

995

－ １７ －

130 160

400 500 110 61

920

すべり止め加工付

?

2%

50

2%

Hh
ℓ
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Ⅰ型

　
〔適用条件〕

1． 市街地等で交通荷重の影響を受ける箇所で使用する。

2． 荷重条件としては、一般車両 ( T-25 < 後輪1軸荷重 100KN > ) とする。

3． 原則、Ⅰ型、Ⅱ型は一般道路用、Ⅲ型（蓋なし）は、自動車専用道路用に使用する。

なお、Ⅰ型は排水性舗装用縦断函渠として使用する。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は、｢土木用コンクリ－ト製品設計便覧(共－７ )｣による。

2． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

Ⅱ型

3． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

4． 目地はモルタル接合または同等以上の止水性材料による接合とする。

5． 埋戻しは、十分締固めを行う。

〔設計表示方法〕

ＰＣ － ( ) － ℓ ( ) L ＝ ( ) ｍ

呼び名 　製品長 設計延長

Ⅲ型 表示例

ＰＣ － － ℓ L ＝ ｍ

300

呼び名
寸　　　法

Ⅲ35 655

Ⅲ33

500

B H a

Ⅱ40 520 600 400

420

Ⅰ30 520

Ⅰ50

Ⅰ40 570

寸　　　法

H a c

454 250 250

共－Ⅰ－12

呼び名

Ⅲ34 555

B

Ⅰ25

呼び名
寸　　　法

B H

400

420Ⅱ30 488 300

690 810 500

a

Ⅲ44 570 400

530 400Ⅲ45 670 500

Ⅲ46 770

400

455

420 300

単位　(mm)

545　　

605　　

484　　

c

600 835　　

100

700　　

770　　

参考質量
(kg)

300

単位　(mm)

参考質量

参考質量
(kg)

642　　

790　　

690

510 350

500

(kg)

520　　

775　　

1130　　

1560　　

単位　(mm)

400

c

300

400

－ １８ －

名
称

工種
記号 PC-Ⅰ～Ⅲ函渠型側溝

Ⅰ型

Ⅱ型

Ⅲ型

Ⅲ33 2000

6％

基礎材

Ｂ

Ｃ Ｈ
ａ

縁石

Ｂ

40 86

グレーチング有

2%

Ｃ Ｈ

基礎材

ａ

60

縁石

Ｂ

Ｃ Ｈ

蓋なし

15

6％

ａ

基礎材

縁石

改13



粘性土突出型 砂質土突出型 　
〔適用条件〕

1． 連結ヒューム管を用いることができない場合に用いるもので、原則として遠心力鉄筋コンクリート管

　及びコア式プレストレストコンクリート管を使用する。

2． 基礎構造は、土質、土かぶり、管種、管径、施工条件等を勘案し、左図により選定する。詳細につ

　いては「道路土工－カルバート工指針（（社）日本道路協会）」を参照する。

3． 山間部における断面は、特殊な場合を除き「設計要領（道路編）」による。

4． 左図の選定表の範囲外で、360°固定基礎を使用する場合の設計については、「ヒューム管設計

　施工要領（全国ヒューム管協会）360°コンクリート巻立てヒューム管の設計方法」を参考 とする。

〔仕　　　様〕

1． コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

　ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

溝　　型 2． 基礎材は、再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

3． 基礎材の厚さは15cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（10cm程度）をもたせる。

4． 埋戻しは、十分締固めを行う。

〔設計表示方法〕

ＨＰ　（　　）　-　（　　）　-　Ｄ　（　　） Ｌ　　＝　　（　　）　m

基礎 1 ： ＨＰ1型（90°固定基礎）

2 ： ＨＰ2型（180°固定基礎）

管種 Ｒ1：遠心力鉄筋コンクリート管（1種）

Ｒ2：　　　　　　〃　　　 　 　   　 （2種）

Ｐ1：プレストレストコンクリート管（1種）

Ｐ2：　　　　　　〃　　　　　　　　　（2種）

表示例

ＨＰ　2　－　Ｒ　2　－　Ｄ　600 Ｌ　＝　22　m

－ １９－

名
称

共－Ⅱ－1

水セメント比 セメントの種類

高炉セメント
(B種)

工種
記号

HP1～HP2

呼び強度 スランプ 粗骨材の最大寸法

管　　渠　（その1）

8cm又は12cm 25mm又は40mm 60％以下18

基礎 管種 管径 設計延長

改03



　
HP1　型 HP2　型

単位（mm） 単位（mm）　　　　　　　　 寸　　法

145

58

66 950 340 200 75

1050

1300

1330

135 2800

125 2500

120 2350

1440

1250

300145 2800 1450 300

300127 2500 1330 300

300120 2350 1250 300

103 1900 1030 250

1110110 2100

100

250112 2100 1120 250

1750 950 250

1900 1030 250

1600

85 1450

890 250

95 1750 950 250 95

730200 80 1350 200

790 20082 1450 790 200

75 1350 730

630 200

66 1200 670 200 75 1200 680 200

1050 610 200 71

69 950

1050

150

150 －

520 15050 900 500 150

800 450 150 65 850 470

700 390 150 － －

－－ －

－ －

－ － －

－ －32 650 310 100 － －

名
称

600HP2-D  300

RC管

500 230

100250

30 280

共－Ⅱ－2

－ －

工種
記号

HP1～HP2管　　渠　（その2）

　　　　　　　　 寸　　法

260

記　　号

100 －

PC管

－ －

bt h1 h2

1350

1500

1600

HP1-D 1800

HP1-D 2000

1650

1800

2000

127

2300

1000

1100

HP1-D 1650

HP1-D 1350

HP1-D 1500

1200 1200

1350

1500

HP1-D 1200

35

38

400

450 －

650 65

360

440

b

220 150 － －

160 100

100

450 150 100 －

D
t

400 14027200

h1 h2

RC管 PC管
b h1 h2 t

HP1-D 1100

800

900

1000

1100

HP1-D  900

HP1-D 1000

88

95

103

112

120

230

75

82

500

150

320 200

240 150

260 150

550

170

250

300

350

28

30

32 100 －550

HP1-D  400

300

600

700

460 250

600

HP1-D  500 42

50

850

750

500

記　　号

HP1-D  200

HP1-D  250

HP1-D  300

HP1-D  350

HP1-D  450

HP1-D  600

HP1-D  700

HP1-D  800

b

－

h1 h2
D

200

－

t

－ －

38－

－

－

－

100

－

－

－ －

－ －

－ － 27

800

150650

950

69

－

－－

－

35

28

－

300

350

550

750 420

71 850 330 200

HP2-D  500

HP2-D  400

42

340

500

600

700

150

250

58

80

200

HP2-D  200

HP2-D  250

750 260

－

－

400

450

200

HP2-D  600

HP2-D  700

HP2-D  800

HP2-D  900 900

HP2-D  350

HP2-D  450

1200 380 200

1050 360

1200 380 200 85

200

1400 460 250

1300 440 250 90

1400 95

480 250 100 1600

110 1750

2100 610 300

1750 510 250

1900 580

HP2-D 1000

HP2-D 1100

2100 610 300

480 250

HP2-D 1200

1900 580

640 300 135 2300 640

300120

125

510

HP2-D 2000

HP2-D 1800

250

HP2-D 1350

HP2-D 1500

300

250

－ ２０ －

HP2-D 1650 1650

1800

2000

88 1600 890 250 90

改00



〔適用条件〕

1． 集水桝は排水溝等の屈曲部、断面変化部、高さの変化部、分合流部等で直接輪荷重が載荷

　しない箇所に使用する。なお、断面は当図を標準とする。

2． 街渠桝は主に歩車道境界における集水の為の桝で、一般車両 (q=10.0kN/㎡) が載荷される

　箇所に使用する。なお、内空積は概ね1.0m
3
以下とする。なお、内空積が概ね1.0m

3
を超える場

　合は別途設計するものとする。

〔仕　　様〕

　　0.10　　　以上　　0.25　　　未満 1． 内寸法は、排水溝等の大きさ及び設置箇所の状況により決定する。ただし、ｂは35cmを最小と

　し、ℓはｂの1.5倍以下を原則とする。また、h1はbが60cm未満の場合1.2m未満とし、bが60cm以上

　の場合2.4m以下とする。

2． h2は集水桝の場合30cm程度、街渠桝の場合15cm程度とする。

3． 壁厚及び底版厚は内高 (h1) により下表を標準とする。

4． コンクリ－トの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

5． 蓋は鋼製格子蓋を標準とする。ただし、狭い歩道内に設置をする場合は、コンクリ-ト製または

　鋼板製とする。なお、歩道内で通学路部等は浮き上がり防止対策を施すこととする。

足掛金具取付詳細図 （単位：mm） 6． 蓋の設置方法はいずれの場合も落蓋型とし、蓋掛かりは蓋に応じて決める。

7． 基礎材は再生砕石 (RC-40) を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

8． 基礎材の厚さは15cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕 (5～10cm) をもたせる。

9． 内高 (h1) が1.2m以上の場合は、昇降金具を取付けることを原則とする。

10． 街渠桝の間隔は、縦断勾配、道路幅員等を勘案し設置する。ただし、交差点など縦横断曲線

　が複雑に組み合わされたところでは、自動車走行性に留意しつつ、集水面積が均衡になるように

　配慮する。

11． 埋戻しは、十分締固めを行う。

〔設計表示方法〕

M ( ) 種 N ＝ ( ) 個

　種別 　個数

表示例

 M C 種 N ＝ 5 個

ℓ

粗骨材の最大寸法 水セメント比

18 8cm又は12cm 25mm又は40mm 60%以下

H 　　4.00　　 　〃　

1.00　　　 〃

2.00　　　 〃

3.00　　　 〃

高炉セメント
(B種)

20cm

5.00　　　 〃

セメントの種類呼び強度 スランプ

0.50　　　 〃

G 　　3.00　　 　〃　 4.00　　　 〃

D 　　0.50　　 　〃　

F 　　2.00　　 　〃　

E 　　1.00　　 　〃　

名
称

種別 内空積　(m
3
)

A 　　0.10　　　未満

B

C 　　0.25　　 　〃　

－ ２１ －

MA種～MH種集水桝・街渠桝

共－Ⅲ－1

桝の内高 (h1)

工種
記号

  120cm   　未満   15cm

120cm ～ 240cm

厚　　さ

改19

1
50

@3
0
0

1

150 100

5
0

足掛金具φ19
樹脂被覆製

基礎材

h
 ≧

12
0
0



（単位：mm） 　

〔適用条件〕

1． 輪荷重がかからない箇所の集水桝に使用する。

〔仕　　　様〕

1． 鋼板は縞鋼板を原則とする。

2． 使用鋼材はSS400、取手金具φ13はSR235とする。ただし、それ以外を使用する場合は同等品

 以上とする。

3． 防錆処理は原則としてJIS　Ｋ　5674　1種（鉛・クロムフリーさび止めペイント1種）2回塗りとする。また、特に

 防錆力を必要とする場合や歩道内等再塗装の困難な場所については溶融亜鉛メッキを施すもの

 とし、その規格はJIS　H　8641　HDZ55による。

4． 歩道内に設ける縞鋼板蓋の取手金具や取手穴は歩行に支障のない様に配慮する。

なお、歩道内で通学路部等は浮き上がり防止対策を施すこととする。

5． 設置方法は落蓋型を原則とし、やむをえず掛蓋とする場合は、山形鋼でズレ止めを付ける。

6． B型を使用する場合は、山形鋼で補強する。

7． 乗入れ部や除雪車等により自動車荷重の影響を考慮する必要のある箇所は、コンクリート蓋を

 原則とする。ただし、鋼製格子蓋も使用することができる。

〔設計表示方法〕

Ｓ － B ( ) － L ( ) － ｔ ( ) N ＝ ( ) 枚

　1箇所当り枚数

A型－B

B型－B／2

表示例

S－B500－L500－t12 N ＝ 1　枚

工種
記号

－ ２２ －

Ｓ鋼　板　蓋

共－Ⅲ－2

板厚長さ幅

名
称

改19

L

B

Ａ  型

70

t

12
0

3
0

取手金具φ13

φ13

取手金具詳細図

L

B

70

t

1
2
0

3
0

取手金具φ13

1
/
2
B

補強材

L-3×30×30

50 50

取手金具(φ13)

注）B=80cm以上の場合はB型を使用する。

注）鋼板蓋の板厚は下表より適宜選定する。

300 400 500 600 700 800 900 1000

300

400

500

600

700

800

900

1000

板厚 ｔ＝　9mm

板厚 ｔ＝　12mm

鋼板蓋選定表

B
L

t

B  型

補強材

L-3×30×30



(a)グレ-チングの場合 (b)鋼板蓋の場合

※　800, 1000, 1200については、四辺に設ける。

〔適用条件〕

1． 組立型集水桝は排水溝等の屈曲部、断面変化部、高さの変化部、分合流部等で、直接輪荷重

  が載荷しない箇所や歩車道境界の集水桝で一般車両 (q＝10.0kN/㎡) が載荷される箇所に使用

  する。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品設計便覧（共－9）」による。

2． 内寸法は、排水溝等の大きさ及び設置箇所の状況により決定する。

3． 桝の組合せは、エポキシ系接着剤を用いて接合する。

4． 流出入孔は、1面に1箇所までを原則とする。

5． 下部孔の種類については、ボックスカルバ-ト、ヒュ-ム管の使用に限定する。ただし、止むを得ず

　別種類を使用する場合は、別途に検討する。

6． 蓋は鋼製格子蓋を標準とする。ただし、狭い歩道内に設置する場合は、コンクリ-ト製または鋼板

　製とする。

7． 底版の現場打設コンクリ-トは下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

8． 基礎材は再生砕石 (RC-40) を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

9． 基礎材の厚さは15cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕 （5～10cm） をもたせる。

10． 内高（ｈ1）が1.2m以上の場合は、昇降金具 (踏み幅約30cm) を取付けることを原則とし、取付面は

　流出入孔の設けていない面とする。取付間隔は30cmを標準とし、等間隔に配置する。

11． 埋戻しは、十分締固めを行う。

〔設計表示方法〕

M s － ( ) － H ( ) N ＝ ( ) 個

　呼び名 　深さ

表示例

M s － － H N ＝ 個

個数

3

60%以下
高炉セメント

(B種)
8cm又は12cm

－ ２３ －

足掛金具取付詳細図

形　状　寸　法

桝蓋取付詳細図

名
称

工種
記号

水セメント比 セメントの種類スランプ 粗骨材の最大寸法

共－Ⅲ－3

呼び強度

800

18

Ms組立型集水桝(プレキャスト)

1000

25mm又は40mm

15
0

H
20
0

30
0
以
上

ｔ ｂ ｔ

1/2t

ｂ

ｔ
a

t

エポキシ系

基礎材

現場打設コンクリ-ト

接着材

寸　法　表

※H寸法については10cm単位にて対応

呼び名
寸　　　法　　(mm)

H ｔ a b

   800

  1000

   800

   600   800
  1000

   150   600
   600

   600

  1400

  1000

   800
  1200
  1400
  1600
  1800

   200

  1200

  1800

  1200

  1000
  1600
  1800
  2000
  2200

   200  1000

  1200
  2000
  2200
  2400
  2600

   200

1.400
1.600
1.800

0.216
0.288
0.360
0.640
0.768
0.896
1.024

3.168
3.456
3.744

内空積

(m3)

2.000
2.200
2.592
2.880

1.152

角形鋼管 50×50×2.3D13=100
片面2ヶ所(※)

ｔｔ

φ90

15
0 20
0

1
00

8
0

1
20φ19

モルタル

樹脂被覆製

足掛金具φ19

30
0  
  
  
  
 30
0

3
00

25
0

2
00

h1
≧
1
20
0

273

改13



図－1　一般構造図

〔適用条件〕

1． 道路下に埋設する水路、通路用に使用する。

2． 土かぶり（ｈ）の範囲は、以下のとおりとする。

①ＰＣボックスカルバート

150型　0.5ｍ≦ｈ≦1.5ｍ

300型　1.5ｍ＜ｈ≦3.0ｍ

600型　3.0ｍ＜ｈ≦6.0ｍ

②ＲＣボックスカルバート

注）（　）内の数値は呼び名1000×1000以下の場合を示す。 0.5ｍ≦ｈ≦3.0ｍ

表－1 標準寸法等 〔仕　　様〕

1． 連結ボックスカルバートは、ＰＣボックスカルバートおよびＲＣボックスカルバートをＰＣ鋼材を用いて

　2～3本を連結したものである。

2． 構造規格・施工および製品の品質・出来形基準は下記による。

①土木用コンクリート製品設計便覧（共－10）

②長尺函渠設計・施工要領（（社）日本建設機械化協会）

③道路土工　カルバート工指針（（社）日本道路協会）

④日本ＰＣボックスカルバート製品協会規格（日本ＰＣボックスカルバート製品協会）

⑤プレキャストボックスカルバート設計・施工マニュアル（全国ボックスカルバート協会）

3． 連結ボックスカルバート間は縦締めを行うこととする。なお、縦締め材料は表－1のとおりとする。

4． 伸縮継手間隔は15ｍ以下とする。

5． 基礎材は、再生砕石（ＲＣ－40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行うものとする。

表－2 縦締めＰＣ鋼材の種類 なお、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

6． 現道工事等で早期交通開放が必要な場合は、基礎コンクリート、均しコンクリート、モルタルに替えて

　コンクリート基礎版「土木用コンクリート製品設計便覧 (共－40)」を使用することができる。

7. 基礎が岩盤の場合は、基礎材の施工をとりやめ、均しコンクリートを概ね5～10cmの厚さで施工する。

8. ボックスカルバート施工後に伸縮継手部の残留沈下が予想されるような地盤箇所には段落ち防止枕

を設ける。段落ち防止枕の形状寸法及び配筋は、本標準設計による。

9. 均しコンクリートの配合設計は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

※特定条件 ①縦方向の荷重が大きく変化する場合

②基礎地盤が軟弱で不同沈下が生じる可能性がある場合 〔設計表示方法〕

③縦方向の基礎地盤条件が急変する場合 ＲBX （ ） － Ｓ ( ) － Ｂ ( ) × Ｈ ( ) L ＝ （ ） ｍ
 注) PC鋼材の径において、(　 )内の値はPC鋼より線を用いた場合を示す。

種別 基礎形状 内幅 内高 設計延長

図－2   　縦締め（例） 種別 基礎形状

Ｐ ： ＰＣボックスカルバート(150型・300型・600型) ａ1 ： 普通地盤（現場打ち）

Ｒ ： ＲＣボックスカルバート ａ2 ： 普通地盤（コンクリート基礎版）

ｂ ： 岩盤地盤

表示例

PCボックスカルバ-ト

（ Ｐ ） － Ｓ (ａ1） － Ｂ 2000 × Ｈ 2000 L ＝ 30 ｍ
RCボックスカルバ-ト

（ R ） － Ｓ (ａ1） － Ｂ 2000 × Ｈ 2000 L ＝ 30 ｍ

65%以下
　均し

ＲＢＸ（Ｐ）
ＲＢＸ（Ｒ）連結ボックスカルバート

共－Ⅳ－1

RBX 150

粗骨材の最大寸法 水セメント比

25mm又は40mm

工種
記号

セメントの種類

8cm又は
12cm

－ ２４ －

　コンクリ-ト

種　　　　類 呼び強度 スランプ

18
高炉セメント

（B種）

RBX

名
称

種類記号

ＰＣ鋼棒

Ａ種２号 SBPR  785/1030

Ｂ種１号 SBPR  930/1080

Ｃ種１号 SBPR 1080/1230

Ａ種 SWPR7AN,SWPR7AL

Ｂ種 SWPR7BN,SWPR7BL
ＰＣ鋼より線

ＰＣ鋼材の種類

H

B

改13

×

×

×

×

×

×

×

× φ21

× φ19

4

180

230

280

230

φ17
(φ15.2)

4

(mm)
鋼類

150

ＰＣ鋼棒
Ｃ種１号

80
φ17

φ19

(本)

緊張力

(kN)
鋼類

緊張力

特定条件の場合※

(kN)

本数

(本)

径

Ａ種

又は

通常の場合
　　呼び名
Ｂ ☓ Ｈ

径

(mm)

本数

ＰＣ鋼棒
φ13

(A種φ12.4)
(B種φ12.7)

Ｂ種

Ａ種２号

又は

Ｂ種１号

ＰＣ鋼より線

1500 1500

1800 1800

2000 1500

2000 2000

1000 1000

1000 1500

1800 1500

1200 1200

1500 1000

Ｂ × Ｈ

２本連結 ３本連結 ２本連結 ３本連結 ２本連結 ３本連結

1000 × 1000 6080 9120 7360 11040 6320 9480

1000 × 1500 7320 10980 8860 13290 7620 11430

1200 × 1200 7080 10620 8560 12840 7360 11040

1500 × 1000 8860 13290 8860 13290 8940 13410

1500 × 1500 10360 － 10360 － 10340 －

1800 × 1500 11260 － 13620 － 12100 －

1800 × 1800 12160 － 14700 － 13000 －

2000 × 1500 11860 － 15300 － 13960 －

2000 × 2000 13360 － 18060 － 15560 －

寸法　(mm) 参考質量　(kg)

ＰＣ
ＲＣ

Ｌ呼び名

２本連結 ３本連結
150型・300型 600型

4000 6000



図－1　一般構造図 図－2　コンクリート基礎版（プレキャスト）

〔適用条件〕

1． 連結ボックスカルバートが使用できない場合の道路下に埋設する水路、通路用に使用する。

2． 土かぶり（ｈ）の範囲は、以下のとおりとする。

①ＰＣボックスカルバート

150型　0.5ｍ≦ｈ≦1.5ｍ
注）（　）内の数値は呼び名1000×1000以下の場合を示す。 300型　1.5ｍ＜ｈ≦3.0ｍ

表－1　標準寸法等 600型　3.0ｍ＜ｈ≦6.0ｍ

②ＲＣボックスカルバート

0.5ｍ≦ｈ≦3.0ｍ

〔仕　　様〕

1． 構造規格・施工および製品の品質・出来形基準は下記による。

①土木用コンクリート製品設計便覧（共－11、共－12）

②道路土工　カルバート工指針（（社）日本道路協会）

③日本ＰＣボックスカルバート製品協会規格（日本ＰＣボックスカルバート製品協会）

④プレキャストボックスカルバート設計・施工マニュアル（全国ボックスカルバート協会）

2． ボックスカルバート間は縦締めを行うこととする。なお、縦締め材料は表－2のとおりとする。

3． 伸縮継手間隔は15ｍ以下とする。

4． 基礎材は、再生砕石（ＲＣ－40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行うものとする。

　なお、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

注）1.製品長Ｌは、 長さ2000mmの場合1500mm・1000mmに、 5． 現道工事等で早期交通開放が必要な場合は、基礎コンクリート、均しコンクリート、モルタルに替えて

 長さ1500mmの場合1000mmにすることができる。 　コンクリート基礎版「土木用コンクリート製品設計便覧 (共－40)」を使用することができる。

2.PCボックスカルバートの製品実長は目地幅(5mm） 6. 基礎が岩盤の場合は、基礎材の施工をとりやめ、均しコンクリートを5～10cm程度の厚さで施工する。

 を考慮した長さ（L－5mm）とする。 7. ボックスカルバート施工後に伸縮継手部の残留沈下が予想されるような地盤箇所には段落ち防止枕

表－2　縦締めＰＣ鋼材の種類 を設ける。段落ち防止枕の形状寸法及び配筋は、本標準設計のとおりとする。

8. 均しコンクリートの配合設計は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

※特定条件

①縦方向の荷重が大きく変化する場合

②基礎地盤が軟弱で不同沈下が生ずる可能性がある場合

③縦方向の基礎地盤条件が急変する場合 〔設計表示方法〕

（ ） ー Ｓ ( ) － Ｂ ( ) × Ｈ ( ) L ＝ （ ） ｍ
注）PC鋼材の径において、（　）内の値はPC鋼より線を用

いた場合を示す。 種別 基礎形状 内幅 内高 設計延長

種別 基礎形状

Ｐ ： ＰＣボックスカルバート(150型・300型・600型) ａ1 ： 普通地盤（現場打ち）

図－3　縦締め（例） Ｒ ： ＲＣボックスカルバート ａ2 ： 普通地盤（コンクリート基礎版）

ｂ ： 岩盤地盤

表示例

PCボックスカルバ-ト

（ Ｐ ） － Ｓ (ａ1） － Ｂ 2000 ×Ｈ 2000 L ＝ 30 ｍ
RCボックスカルバ-ト

（ R ） － Ｓ (ａ1） － Ｂ 2000 ×Ｈ 2000 L ＝ 30 ｍ

BX

BX

工種
記号

ＢＸ（Ｐ）
ＢＸ（Ｒ）

150

種 類

均 し

BX

－ ２５ －

高炉セメント
（B種）

粗骨材の最大寸法

共－Ⅳ－2

水セメント比 セメントの種類

25mm又は40mm 65%以下

呼び強度

名
称 ボックスカルバート（プレキャスト）

コ ン ク リ - ト
18

8cm又は
12cm

スランプ

SWPR7AN,SWPR7AL

SWPR7BN,SWPR7BL

SBPR  785/1030

SBPR  930/1080

SBPR 1080/1230

ＰＣ鋼棒

ＰＣ鋼より線

Ａ種２号

Ｂ種１号

Ｃ種１号

Ａ種

Ｂ種

ＰＣ鋼材の種類 種類記号

製品長 参考質量 製品長 参考質量

Ｂ × Ｈ Ｌ（mm） （ｋｇ） Ｌ（mm） （ｋｇ） Ｌ（mm） （ｋｇ）

600 × 600 2000 1920 2000 1920 2000 2000

800 × 800 2000 2420 2000 2420 2000 2520

1000 × 1000 2000 3040 2000 3680 2000 3160

1000 × 1500 2000 3660 2000 4430 2000 3810

1200 × 1200 2000 3540 2000 4280 2000 3680

1500 × 1000 2000 4430 2000 4430 2000 4470

1500 × 1500 2000 5180 2000 5180 2000 5170

1800 × 1500 2000 5630 2000 6810 2000 6050

1800 × 1800 2000 6080 2000 7350 2000 6500

2000 × 1500 2000 5930 2000 8030 2000 6980

2000 × 2000 2000 6680 2000 9030 2000 7780

2300 × 1500 2000 7710 2000 10020 1500 6320

2300 × 2000 2000 8610 2000 11170 1500 6990

2300 × 2300 2000 9150 1500 8900 1500 7400

2500 × 1500 2000 8070 1500 8830 1500 7340

2500 × 2000 2000 8970 1500 9770 1500 8090

2500 × 2500 2000 11030 1500 10710 1500 8840

2800 × 1500 2000 9800 1500 10510 1000 5740

2800 × 2000 2000 10800 1500 11560 1000 6290

2800 × 2800 1500 9300 1000 8820 1000 7170

3000 × 2000 1500 9680 1000 9500 1000 7370

3000 × 2500 1500 10430 1000 10250 1000 7970

3000 × 3000 1500 12490 1000 11000 1000 8570

3500 × 2500 1000 9580 1000 11990 1000 9780

製品長 参考質量

ＲＣボックスカルバート

呼び名 １５０型・３００型 ６００型

ＰＣボックスカルバート

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

☓

340

280

230

340

280

180

230

280

230

280

230

緊張力

特定条件の場合※

(kN)

110

本数

(本)

4

φ21

φ19

φ23

通常の場合
　　呼び名
Ｂ ☓ Ｈ

径

(mm)

本数

(本)

緊張力

(kN)

径

(mm)
鋼類 鋼類

ＰＣ鋼より線

Ａ種

又は

Ｂ種

φ23

φ13

φ17

φ13
(A種φ12.4)
(B種φ12.7)

Ｂ種１号

φ19

φ21

4

80

150

　　ＰＣ鋼棒
Ｃ種１号

φ21

φ19

φ21

φ19

φ17
(φ15.2)

ＰＣ鋼棒

Ａ種２号

又は

3000

3000

3000

3500

2000

2500

3000

2500

2800 2000

2800 2500

2800 2800

2500 2000

2500 2500

2800 1500

2300 2000

2300 2300

2500 1500

2000 1500

2000 2000

2300 1500

1500 1500

1800 1500

1800 1800

600 600

800 800

1500 1000

1200 1200

1000 1000

1000 1500
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図－１　基 礎 構 造 図－２　形 状 図

　
〔適用条件〕

1． 道路下に埋設する水路、通路用に使用する。

2． 土かぶりは3m以下とする。3mを越える場合は別途検討する。

3. 基礎は直接基礎とする。杭基礎とする場合は別途検討する。

〔仕　　様〕

1． 設計、施工および製品の品質・出来形基準は下記による。

①土木用コンクリート製品設計便覧（共-13）

②大型プレキャストボックスカルバート設計・施工要領（（社）北陸建設弘済会）

図－３　P C 縦 締 め ③道路土工　カルバート工指針（（社）日本道路協会）

2． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

　なお、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

3． 現道工事等で早期交通開放が必要な場合は、基礎コンクリート、均しコンクリート、モルタルに替えて

　コンクリート基礎版「土木用コンクリート製品設計便覧 (共－40)」を使用することができる。

4. 均しコンクリート配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

5. 基礎材の厚さは20cm程度、均しコンクリート厚さは15cm程度とする。

規　　格 　ただし、基礎地盤が岩盤の場合は均しコンクリート厚さを5～10cm程度とする。

6. 底版下面に使用するグラウトの材令28日における圧縮強度は、20.0N/mm
2
以上とする。

7. 製品規格や条件等が異なる場合は、別途設計検討を行う。

〔設計表示方法〕

ＬBX （ Ⅰ ） － S ( ) － B ( ) × H ( ) L ＝ ( ) ｍ

基礎形状 内幅 内高 設計延長

種別：Ⅰ型 a1：普通地盤（現場打ち）

a2：普通地盤（コンクリート基礎版）

b ：岩盤地盤

表示例

縦締めPC鋼材 ＬBX （ Ⅰ ） － S a1 － B × H L ＝ ｍ

スランプ

SWPR19N, SWPR19L 19.3mm

SWPR19N, SWPR19L 19.3mm

18

PC鋼材本数

－ ２６ －

名
称 大型ボックスカルバートⅠ型 工種

記号 ＬＢＸ（Ⅰ）

粗骨材の最大寸法

SWPR19N, SWPR19L 21.8mm

呼び強度

3000

315.0

4

土かぶり厚

h≦2.0m

ブロック

15.0m

15.0m

h≦3.0m

h≦1.0m 4

10.5m

高炉セメント
（B種）

作業緊張力

315.0

394.0

PC鋼材

4

共－Ⅳ－3

8cm

4000

65%以下

24.0

セメントの種類

40mm

水セメント比

12.4

13.8

15.1

-

--

--

12.0

-

13.0

15.4

14.2

24.0

1495

9.4

10.5

12.7

10.7

質量(ton)

下ピース セット

17.4

19.6

24.0

20.7

セット

17.4

19.6

21.9

18.5

8.5

9.6

11.8

9.1

8.5

9.6

上ピース

11.9

× 3000 10.5

11.3

1495

1495

12.2 1495 14.3 1495 32.6

11.8

14.0

11.1

24.15000 × 5000 1495

24.2

12.15000 × 4000 1495

29.3

1495

12.4

21.710.7

28.3

24.4

11.7

17.2

26.8

11.0 1495

21.9

149519.6

1495

5000 × 3000 1495

4500 × 5000 30.1

13.0

15.413.7 149527.0

21.7

13.3

10.5 25.411.2 12.44500 × 4000 1495 149520.7

4500 × 3000 1495 9.4 14959.1 18.5

1495 10.0 1495 20.510.0

14959.4

1495 12.111.1

10.5

1495 11.7

1495 149510.8

1495

149523.0

1495

- -

11.7 - - -23.0

24.1

1495

- -

下ピース

8.9

-

25.7

21.8

セット

11.1

14.7

B × H
製品長

L(mm)

質量(ton)

下ピース

呼び名
土かぶり

3.0m1.0m 2.0m

4000 × 4000

8.94000 × 3000 1495

1495 12.2

18.21495 8.9 1495

-11.3

-

製品長

10.8

11.9

10.2

L(mm)

6000 × 4000

4000 ×

5500

5500 × 4000

10.2

9.6

製品長

13.0

質量(ton)

上ピース

5000

上ピース L(mm)

10.0

10.0

H

L

B

伸縮継手 伸縮継手PC鋼材

緊張単位（１ブロック）

均しコンクリート基礎材

敷モルタル又はグラウト

改23



図－１　基 礎 構 造 図－２　形 状 図

　
〔適用条件〕

1． 道路下に埋設する水路、通路用に使用する。

2． 土かぶりは3m以下とする。3mを越える場合は別途検討する。

3． 基礎は直接基礎とする。杭基礎とする場合は別途検討する。

4． 内空幅が9.0m以上となる場合は、別途設計検討の上対応する。

〔仕　　様〕

1． 設計、施工および製品の品質・出来形基準は下記による。

①大型プレキャストボックスカルバート設計・施工要領（（社）北陸建設弘済会）

②道路土工　カルバート工指針（（社）日本道路協会）

2． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

　なお、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

3． 現道工事等で早期交通開放が必要な場合は、基礎コンクリート、均しコンクリート、モルタルに替えて

　コンクリート基礎版「土木用コンクリート製品設計便覧 (共－40)」を使用することができる。

4. 均しコンクリート配合規格は、下表のとおりとする。

規　　格 ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

5. 基礎材の厚さは20cm程度、均しコンクリート厚さは15cm程度とする。

　ただし、基礎地盤が岩盤の場合は均しコンクリート厚さを5～10cm程度とする。

6. 底版下面に使用するグラウトの材令28日における圧縮強度は、20.0N/mm
2
以上とする。

7. 製品規格や条件等が異なる場合は、別途設計検討を行う。

〔設計表示方法〕

ＬBX ( Ⅱ ) － S ( ) － B ( ) × H ( ) L ＝ ( ) ｍ

基礎形状 内幅 内高 設計延長

種別：Ⅱ型 a1：普通地盤（現場打ち）

a2：普通地盤（コンクリート基礎版）

b ：岩盤地盤

※1.側壁ピース質量は片側１個を示す。

※2.セット重量に現場打ち部は含まず。 表示例

縦締めPC鋼材

ＬBX ( Ⅱ ) － S a1 － B × H L ＝ ｍ土かぶり厚

h≦1.0m 15.0m 4

h≦2.0m

65%以下

セメントの種類粗骨材の最大寸法スランプ 水セメント比

h≦3.0m 10.5m 4

179.0SWPR7BN, SWPR7BL 15.2mm

高炉セメント
（B種）

315.0

18 8cm 40mm

共－Ⅳ－4

名
称 大型ボックスカルバートⅡ型 工種

記号 ＬＢＸ（Ⅱ）

呼び強度

作業緊張力ブロック PC鋼材本数

SWPR7BN, SWPR7BL 15.2mm

－ ２７ －

6000 5000 24.0

179.0

PC鋼材

15.0m SWPR19N, SWPR19L 19.3mm4

PC鋼材 伸縮継手

緊張単位（１ブロック）

伸縮継手

敷モルタル又はグラウト

均しコンクリート基礎材

L

H

B

呼び名
土かぶり

1.0m 2.0m 3.0m

質量(ton) 製品長 質量(ton) 製品長
B × H

製品長

上ピース 側壁ピース

質量(ton)

L(mm) 上ピース 側壁ピース セット L(mm) 上ピース 側壁ピース セット

5500 × 4000 - - - -

セット L(mm)

21.7

23.4 1495 14.2 6.31495 12.4 5.5

5500 × 5000 1495 10.5 5.6 14.2 7.81495 12.4 6.8

26.8

29.8

6000 × 4000 - - - -

26.0 1495

22.7

24.0 1495 16.3 6.51495 13.0 5.5

6000 × 5000 1495 11.1 5.8 16.3 8.31495 13.0 6.8

29.3

32.9

6500 × 5000 1495 13.8 6.5 26.8

26.6 1495

34.5

35.0 1495 20.1 9.81495 18.0 8.5

6500 × 6000 1495 15.9 9.3 20.1 11.71495 18.0 10.2

39.7

43.5

7000 × 5000 1495 16.6 7.5 31.6

38.4 1495

34.6

35.8 1495 21.0 9.81495 18.8 8.5

7000 × 6000 1495 16.6 9.0 21.0 11.71495 18.8 10.4

40.6

44.4

7500 × 5000 1495 17.4 7.5 32.4

39.6 1495

35.4

37.2 1495 23.5 10.01495 19.6 8.8

7500 × 6000 1495 17.4 9.0 24.3 12.91495 21.9 11.4

43.5

50.1

8000 × 5000 1495 19.7 7.5 34.7

44.7 1495

38.3

41.9 1495 27.0 10.81495 22.9 9.5

8000 × 6000 1495 19.7 9.3 27.0 12.91495 22.9 11.7

48.6

52.8

8500 × 5000 1495 21.5 8.5 38.5

46.3 1495

41.9

45.3 995 20.6 8.41495 25.7 9.8

8500 × 6000 1495 21.5 10.2 20.6 9.71495 25.7 11.9

37.4

40.0

9000 × 5000 - - - -

49.5 995

-

- - - -- - -

9000 × 6000 - - - - -- - -

-

-

9500 × 5000 - - - -

- -

-

- - - -- - -

9500 × 6000 - - - - -- - -

-

-

10000 × 5000 - - - -

- -

-

-- - -

- - -10000 × 6000 - - - -- - - -

-- - -
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図－１　基 礎 構 造 図－２　形 状 図

　
〔適用条件〕

1． 道路下に埋設する水路、通路用に使用する。

2． 土かぶりは3m以下とする。3mを越える場合は別途検討する。

3． 基礎は直接基礎とする。杭基礎とする場合は別途検討する。

4． 内空幅が9.0m以上となる場合は、別途設計検討の上対応する。

 

〔仕　　様〕

1． 設計、施工および製品の品質・出来形基準は下記による。

図－３　P C 縦 締 め ①大型プレキャストボックスカルバート設計・施工要領（（社）北陸建設弘済会）

②道路土工　カルバート工指針（（社）日本道路協会）

2． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

　なお、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

3． 現道工事等で早期交通開放が必要な場合は、基礎コンクリート、均しコンクリート、モルタルに替えて

　コンクリート基礎版「土木用コンクリート製品設計便覧 (共－40)」を使用することができる。

4. 均しコンクリート配合規格は、下表のとおりとする。

規　　格 ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

5. 基礎材の厚さは20cm程度、均しコンクリート厚さは15cm程度とする。

　ただし、基礎地盤が岩盤の場合は均しコンクリート厚さを5～10cm程度とする。

6. 底版下面に使用するグラウトの材令28日における圧縮強度は、20.0N/mm
2
以上とする。

7. 製品規格や条件等が異なる場合は、別途設計検討を行う。

〔設計表示方法〕

ＬBX ( Ⅲ ) － S ( ) － B ( ) × H ( ) L ＝ ( ) ｍ

基礎形状 内幅 内高 設計延長

種別：Ⅲ型 a1：普通地盤（現場打ち）

a2：普通地盤（コンクリート基礎版）

b ：岩盤地盤

表示例

縦締めPC鋼材

ＬBX ( Ⅲ ) － S a1 － B × H L ＝ ｍ

h≦3.0m 10.5m

h≦1.0m 15.0m

h≦2.0m 15.0m

6 315.0SWPR19N, SWPR19L 19.3mm

269.0

6

6 SWPR19N, SWPR19L 17.8mm

269.0SWPR19N, SWPR19L 17.8mm

共－Ⅳ－5

40mm 65%以下
高炉セメント

（B種）

大型ボックスカルバートⅢ型 工種
記号 ＬＢＸ（Ⅲ）

18

スランプ 粗骨材の最大寸法

土かぶり厚 ブロック PC鋼材本数

－ ２８ －

セメントの種類水セメント比呼び強度

24.0

名
称

50006000

8cm

PC鋼材 作業緊張力

※中ピース質量は片側１個を示す。

H

L

B

伸縮継手伸縮継手 PC鋼材

緊張単位（１ブロック）

敷モルタル又はグラウト

基礎材 均しコンクリート

改23

呼び名

H

1.0m

土かぶり

2.0m

セット
B

製品長製品長

3.0m

27.0

4.5

3.0

4.5

3.4 995

24.1

25.8

1495

--

52.1

63.54.1

20.6

-

995

-

67.6

49.1

1495

63.7

1495

6.2

3.0

27.11495 24.3

27.0

55.8

1495 55.7

1495 21.0

23.5 24.7

5.6

3.7

23.5

52.3

1495 52.0

1495 5.6

3.7

20.1

21.0

21.0

23.5

40.7

1495 48.6

1495

3.720.1 21.0

-

-

-

-

17.4

19.7

19.7

21.5

-

3.7

15.9

16.6

16.6

17.4

-

-

-

-

-

-

- -

- -

- -

-

60.1

65.6

- -

1495

25.7

25.7

1495 54.5

1495 59.9

22.9

22.9 5.6

質量(ton) 質量(ton)

上ピース 下ピース 上ピース 中ピース 下ピース

製品長

L(mm)上ピース

6500 ×

質量(ton)
×

L(mm)

25.25500

33.7

6000 ×

6000 1495

27.61495 11.1

6000 1495 40.2

2.2

2.6

7000 × 5000 1495

× 5000 1495

5000

6000 ×

38.7

6500 ×

6000 1495

41.7

7500 × 5000 1495 41.8

7000 ×

6000 1495

44.8

8000 × 5000 1495 45.0

7500 ×

9000 ×

49.6

8500 × 5000 1495 50.8

8000 ×

9000 × 6000 -

8500 × 6000 1495

5000 -

9500 × 6000 -

9500 × 5000 -

54.2

-

10000 × 6000 -

10000 × 5000 -

-

-

-- -

-

--

-

-

-

セット

1495 32.3

35.3

33.5

1495 43.6

1495

10.5

1495 36.4

L(mm) セット

28.2

1495 30.8

29.6

1495

5500 × 4000 1495-- -

4000 1495-- -

3.418.013.85000 1495

1495 47.1

56.2

19.6

21.9

20.7

23.1

50.21495

46.9

1495 45.3

1495

18.8

18.8

5.0

3.4

5.0

-

- -

-

-

-

- -

-

-

- -

-

-

-

-

-

-

-

3.0

中ピース

-

2.2

-

4.5

-

-

-

21.5

-

-

-

下ピース

-

10.2

-

12.0

14.7

15.4

5.0

-

-

-

22.6

22.6

-

4.5

3.0

中ピース

12.4

12.4

13.0

13.0

1.3

2.6

1.3

2.6

18.0

-

-

19.3

20.9

16.1

16.1

18.4

18.4 1495

21.3

-

-

-

-

-

3.4

5.6

3.7

5.6

16.3

16.3

-

13.2

13.2

13.9

15.2

18.9

18.9

19.8

-

26.9

28.7

-

-

- -

1.5

3.0

1.5

3.0

20.6

-

-

14.2

14.2

15.1

15.1

17.2

18.5

4.5

-

6.2

-

-

-

28.3

28.3

22.6

22.6



大型ボックスカルバ－ト用段落ち防止枕　寸法表　

　
〔適用条件〕

1．   ボックスカルバート施工後に残留沈下が予想されるような地盤箇所に設ける。

2．   道路下に埋設されるボックスカルバートに使用する。

3．   プレキャストボックスカルバートに使用する。

〔仕　　様〕

1．   設計、施工および製品の品質・出来形基準は下記による。

①大型プレキャストボックスカルバート設計・施工要領（（社）北陸建設弘済会）

②道路土工　カルバート工指針（（社）日本道路協会）

PCボックスカルバ－ト用段落ち防止枕　寸法表　 2．   均しコンクリート及び枕本体の配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

3．   鉄筋はSD345を使用する。

4．   基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

なお、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

5．   基礎材の厚さは20cm程度、均しコンクリートの厚さは10cm程度とする。

ただし、基礎地盤が岩盤の場合は均しコンクリートのみとし、厚さは5～10cm程度とする。

6.   段落ち防止用枕の長さは｢道路土工   カルバ－ト工指針　第５章５－７｣を参照する。

RCボックスカルバ－ト用段落ち防止枕　寸法表　

形　状　図

24

規 格

名
称

18 65%以下
高炉セメント

（B種）
均しコンクリ－ト

枕 本 体

8cm又は
12cm

25mm又は
40mm

12cm
25mm又は

40mm
55%以下

高炉セメント
（B種）

－ ２９ －

共－Ⅳ－6

セメントの種類呼び強度 スランプ 粗骨材の最大寸法 水セメント比

工種
記号 －　段落ち防止用枕（現場打ち）　(その1)

　Ｂ×Ｈ Ｗ1 Ｗ2 Ｗ Ｈ1 Ｈ2 Ｈ

600× 600 300 890 1490 300 155 455

800× 800 300 1090 1690 300 155 455

1000×1000 300 1290 1890 300 155 455

1000×1500 300 1290 1890 300 155 455

1200×1200 300 1490 2090 300 155 455

1500×1000 300 1840 2440 300 180 480

1500×1500 300 1840 2440 300 180 480

1800×1500 300 2140 2740 300 180 480

1800×1800 300 2140 2740 300 180 480

2000×1500 300 2340 2940 300 180 480

2000×2000 300 2340 2940 300 180 480

2300×1500 400 2700 3500 400 210 610

2300×2000 400 2700 3500 400 210 610

2300×2300 400 2700 3500 400 210 610

2500×1500 400 2900 3700 400 210 610

2500×2000 400 2900 3700 400 210 610

2500×2500 400 2940 3740 400 210 610

2800×1500 400 3240 4040 400 230 630

2800×2000 400 3240 4040 400 230 630

2800×2800 400 3240 4040 400 230 630

3000×1500 400 3440 4240 400 280 680

3000×2000 400 3440 4240 400 280 680

3000×2500 400 3440 4240 400 280 680

3000×3000 400 3540 4340 400 280 680

3500×2500 500 4040 5040 500 330 830

600× 600 300 890 1490 300 155 455

800× 800 300 1090 1690 300 155 455

1000×1000 300 1340 1940 300 180 480

1000×1500 300 1340 1940 300 180 480
1200×1200 300 1540 2140 300 180 480

1500×1000 300 1840 2440 300 180 480

1500×1500 300 1840 2440 300 180 480

1800×1500 300 2200 2800 300 210 510

1800×1800 300 2200 2800 300 210 510

2000×1500 400 2440 3240 400 230 630

2000×2000 400 2440 3240 400 230 630

2300×1500 500 2800 3800 500 260 760

2300×2000 500 2800 3800 500 260 760

2300×2300 500 2800 3800 500 260 760

2500×1500 500 3040 4040 500 290 790

2500×2000 500 3040 4040 500 290 790

2500×2500 500 3040 4040 500 290 790

2800×1500 500 3400 4400 500 310 810

2800×2000 500 3400 4400 500 310 810

2800×2800 500 3400 4400 500 310 810

3000×1500 500 3640 4640 500 380 880

3000×2000 500 3640 4640 500 380 880

3000×2500 500 3640 4640 500 380 880

3000×3000 500 3640 4640 500 380 880

3500×2500 600 4140 5340 600 410 1010

0.5ｍ
～

3.0ｍ

3.01m
～

6.0ｍ

呼び名 枕　規　格　　（mm）
土被り

　Ｂ×Ｈ Ｗ1 Ｗ2 Ｗ Ｈ1 Ｈ2 Ｈ

 600× 600 300 900 1500 300 160 460

 800× 800 300 1100 1700 300 160 460

1000×1000 300 1300 1900 300 160 460

1000×1500 300 1300 1900 300 160 460

1200×1200 300 1500 2100 300 160 460

1500×1000 300 1820 2420 300 190 490

1500×1500 300 1820 2420 300 190 490

1800×1500 300 2140 2740 300 200 500

1800×1800 300 2140 2740 300 200 500

2000×1500 300 2360 2960 300 210 510

2000×2000 300 2360 2960 300 210 510

2300×2000 400 2700 3500 400 230 630

2300×2300 400 2700 3500 400 230 630

2500×2000 400 2940 3740 400 250 650

2500×2500 400 2940 3740 400 250 650

2800×2000 400 3280 4080 400 270 670

2800×2500 400 3280 4080 400 270 670

3000×2000 400 3520 4320 400 290 690

3000×2500 400 3520 4320 400 290 690

3000×3000 400 3520 4320 400 290 690

3500×2500 500 4040 5040 500 340 840

0.5m
～

1.0ｍ

呼び名 枕　規　格　　（mm）
土被り

改19

　Ｂ×Ｈ Ｗ1 Ｗ2 Ｗ Ｈ1 Ｈ2 Ｈ

4000×3000 400 4640 5440 400 330 730

4000×4000 400 4640 5440 400 330 730

4000×5000 500 4640 5640 500 330 830

4500×3000 400 5140 5940 400 330 730

4500×4000 500 5140 6140 500 330 830

4500×5000 500 5140 6140 500 330 830

5000×3000 500 5640 6640 500 330 830

5000×4000 500 5640 6640 500 330 830

5000×5000 500 5640 6640 500 330 830

5500×3000 500 6140 7140 500 330 830

5500×4000 500 6140 7140 500 330 830

5500×5000 600 6140 7340 600 330 930

6000×4000 600 6640 7840 600 330 930

6000×5000 600 6640 7840 600 380 980

6500×5000 600 7240 8440 600 430 1030

6500×6000 600 7340 8540 600 430 1030

7000×5000 600 7840 9040 600 430 1030

7000×6000 600 7840 9040 600 430 1030

7500×5000 600 8340 9540 600 480 1080

7500×6000 600 8340 9540 600 480 1080

8000×5000 700 8840 10240 700 480 1180

8000×6000 700 8840 10240 700 530 1230

8500×5000 700 9440 10840 700 530 1230

8500×6000 800 9440 11040 800 530 1330

9000×5000 700 10040 11440 700 580 1280

9000×6000 800 10040 11640 800 580 1380

9500×5000 800 10540 12140 800 580 1380

9500×6000 800 10540 12140 800 580 1380

10000×5000 900 11040 12840 900 630 1530

10000×6000 900 11040 12840 900 630 1530

4000×3000 500 4640 5640 500 330 830

4000×4000 500 4640 5640 500 330 830

4000×5000 500 4740 5740 500 330 830

4500×3000 500 5140 6140 500 330 830

4500×4000 500 5140 6140 500 380 880

4500×5000 600 5240 6440 600 380 980

5000×3000 500 5640 6640 500 380 880

5000×4000 600 5640 6840 600 380 980

5000×5000 600 5740 6940 600 380 980

5500×3000 600 6240 7440 600 380 980

5500×4000 600 6240 7440 600 430 1030

5500×5000 600 6240 7440 600 430 1030

6000×4000 600 6740 7940 600 430 1030

6000×5000 700 6740 8140 700 480 1180

6500×5000 700 7440 8840 700 530 1230

6500×6000 700 7440 8840 700 530 1230

7000×5000 700 7940 9340 700 530 1230

7000×6000 800 7940 9540 800 580 1380

7500×5000 800 8440 10040 800 530 1330

7500×6000 800 8540 10140 800 580 1380

8000×5000 800 9040 10640 800 580 1380

8000×6000 900 9040 10840 900 630 1530

8500×5000 900 9540 11340 900 630 1530

8500×6000 900 9540 11340 900 680 1580

9000×5000 900 10040 11840 900 680 1580

9000×6000 900 10140 11940 900 680 1580

9500×5000 900 10740 12540 900 730 1630

9500×6000 1000 10740 12740 1000 730 1730

10000×5000 1000 11340 13340 1000 830 1830

10000×6000 1000 11340 13340 1000 830 1830

4000×3000 500 4640 5640 500 380 880

4000×4000 600 4640 5840 600 380 980

4000×5000 600 4740 5940 600 380 980

4500×3000 600 5240 6440 600 380 980

4500×4000 600 5240 6440 600 430 1030

4500×5000 600 5340 6540 600 430 1030

5000×3000 600 5740 6940 600 430 1030

5000×4000 600 5740 6940 600 430 1030

5000×5000 700 5840 7240 700 480 1180

5500×3000 700 6340 7740 700 480 1180

5500×4000 700 6340 7740 700 480 1180

5500×5000 700 6340 7740 700 480 1180

6000×4000 800 6840 8440 800 530 1330

6000×5000 800 6840 8440 800 580 1380

6500×5000 800 7540 9140 800 580 1380

6500×6000 800 7540 9140 800 580 1380

7000×5000 800 8040 9640 800 630 1430

7000×6000 800 8040 9640 800 630 1430

7500×5000 900 8540 10340 900 630 1530

7500×6000 900 8640 10440 900 680 1580

8000×5000 900 9140 10940 900 680 1580

8000×6000 900 9140 10940 900 680 1580

8500×5000 1000 9740 11740 1000 780 1780

8500×6000 1000 9740 11740 1000 780 1780

9000×5000 1000 10340 12340 1000 830 1830

9000×6000 1000 10340 12340 1000 830 1830

3.0ｍ

土被り
呼び名

1.0ｍ

枕　規　格　　（mm）

2.0ｍ



　

RCボックスカルバ－ト　材料表

※ W1が300の場合のみ
　  60mmとする。

PCボックスカルバ－ト 材料表

〔配筋要領〕

1． 配筋は枕の縦断方向、横断方向ともに、その中心線から125mm又は250mmピッチとする。

2． 横断方向鉄筋 (M1,M2) の配筋範囲は、端部のかぶりを100mmとしてΔL (≦125又は250) 

　で調整する。

3． 縦断方向鉄筋 (M3) の配筋範囲は、端部のかぶりを130mmとしてΔW (≦125又は250) で

　調整する。

4． 立上り部縦断方向鉄筋 (M3) の配筋範囲は、かぶりを110mmとしてΔｈ (≦250) で調整する。

5． 鉄筋加工及び組立筋の配置等については、｢ 土木構造物標準設計第1巻  解説書  (側こう

　類・暗きょ類) ｣ による。

－ ３０ －

－

共－Ⅳ－7

配　筋　図 名
称 　段落ち防止用枕（現場打ち）　(その2) 工種

記号

改04

M1 ＠250(＠125)M2 ＠250(＠125)

＠
25
0

(
＠
1
25
)

1
1
0 1
1
0

2
0
0
0

M1 ＠250(＠125)

断 面 図

(※60)(※60)

M3 D13

側 面 図

ＣＬ
上面 下面

平 面 図

1
1
0

1
1
0

2000

100
ΔL

　　　　　　　
ΔL

100
＠250
(＠125)

ΔW

130 130

120 120

M2 ＠250(＠125)ＣＬ

Δ
h

＠
2
5
0

1
1
0

＠250(＠125) ΔW

M3
 
＠
2
50
(
＠
1
25
)

1
0
0

Δ
L

　
　
　
　
　

Δ
L

1
0
0

組立筋質量

　Ｂ×Ｈ （ｍ3） （ｍ2） 本数（本） 質量（kg） 本数（本） 質量（kg） 本数（本） 質量（kg） （kg）

600× 600 1.080 3.520 Ｄ13 ＠ 250 9 14.507 9 11.373 16 28.656 3.741

800× 800 1.200 3.640 Ｄ13 ＠ 250 9 16.298 9 13.164 16 28.656 3.741

1000×1000 1.320 3.760 Ｄ13 ＠ 250 9 18.089 9 14.955 20 35.820 3.741

1000×1500 1.320 3.760 Ｄ13 ＠ 250 9 18.089 9 14.955 20 35.820 3.741

1200×1200 1.440 3.880 Ｄ13 ＠ 250 9 19.880 9 16.746 20 35.820 3.741

1500×1000 1.680 4.320 Ｄ16 ＠ 250 9 36.785 9 31.169 24 67.392 7.562

1500×1500 1.680 4.320 Ｄ16 ＠ 250 9 36.785 9 31.169 24 67.392 7.562

1800×1500 1.860 4.500 Ｄ16 ＠ 250 9 40.997 9 35.381 24 67.392 7.562

1800×1800 1.860 4.500 Ｄ19 ＠ 250 9 59.130 9 51.030 24 97.200 7.642

2000×1500 1.980 4.620 Ｄ16 ＠ 250 9 43.805 9 38.189 28 78.624 7.562

2000×2000 1.980 4.620 Ｄ19 ＠ 250 9 63.180 9 55.080 28 113.400 7.642

2300×1500 3.136 6.416 Ｄ16 ＠ 250 9 52.510 9 44.928 28 78.624 9.154

2300×2000 3.136 6.416 Ｄ16 ＠ 250 9 52.510 9 44.928 28 78.624 9.154

2300×2300 3.136 6.416 Ｄ19 ＠ 250 9 75.735 9 64.800 28 113.400 9.234

2500×1500 3.296 6.576 Ｄ16 ＠ 250 9 55.318 9 47.736 32 89.856 11.443

2500×2000 3.296 6.576 Ｄ16 ＠ 250 9 55.318 9 47.736 32 89.856 11.443

2500×2500 3.360 6.800 Ｄ19 ＠ 250 9 81.405 9 69.660 32 129.600 11.542

2800×1500 3.600 7.040 Ｄ19 ＠ 250 9 87.480 9 75.735 36 129.600 11.542

2800×2000 3.600 7.040 Ｄ19 ＠ 250 9 87.480 9 75.735 36 129.600 11.542

2800×2800 3.600 7.040 Ｄ19 ＠ 250 9 87.480 9 75.735 36 129.600 11.542

3000×1500 3.840 7.680 Ｄ19 ＠ 250 9 93.555 9 79.785 38 153.900 11.542

3000×2000 3.840 7.680 Ｄ19 ＠ 250 9 93.555 9 79.785 38 153.900 11.542

3000×2500 3.840 7.680 Ｄ19 ＠ 250 9 93.555 9 79.785 38 153.900 11.542

3000×3000 3.920 7.760 Ｄ19 ＠ 250 9 95.580 9 81.810 38 153.900 11.542
3500×2500 5.700 10.340 Ｄ19 ＠ 250 9 111.780 9 91.935 42 170.100 18.945

600× 600 1.080 3.520 Ｄ13 ＠ 250 9 14.507 9 11.373 16 28.656 3.741

800× 800 1.200 3.640 Ｄ13 ＠ 250 9 16.298 9 13.164 16 28.656 3.741

1000×1000 1.380 4.020 Ｄ13 ＠ 250 9 18.985 9 15.403 20 35.820 3.741

1000×1500 1.380 4.020 Ｄ13 ＠ 250 9 18.985 9 15.403 20 35.820 3.741

1200×1200 1.500 4.140 Ｄ13 ＠ 250 9 20.776 9 17.194 20 35.820 3.741

1500×1000 1.680 4.320 Ｄ16 ＠ 250 9 36.785 9 31.169 24 67.392 7.562

1500×1500 1.680 4.320 Ｄ16 ＠ 250 9 36.785 9 31.169 24 67.392 7.562

1800×1500 2.736 6.016 Ｄ19 ＠ 250 9 65.610 9 52.245 24 97.200 9.234

1800×1800 2.736 6.016 Ｄ19 ＠ 250 9 65.610 9 52.245 24 97.200 9.234

2000×1500 2.960 6.400 Ｄ19 ＠ 250 9 71.280 9 59.535 28 113.400 9.234

2000×2000 2.960 6.400 Ｄ19 ＠ 250 9 71.280 9 59.535 28 113.400 9.234

2300×1500 4.320 8.400 Ｄ19 ＠ 250 9 83.835 9 66.825 34 137.700 13.532

2300×2000 4.320 8.400 Ｄ19 ＠ 250 9 83.835 9 66.825 34 137.700 13.532

2300×2300 4.320 8.400 Ｄ19 ＠ 250 9 83.835 9 66.825 34 137.700 13.532

2500×1500 4.620 8.940 Ｄ19 ＠ 250 9 89.910 9 71.685 34 137.700 13.532

2500×2000 4.620 8.940 Ｄ19 ＠ 250 9 89.910 9 71.685 34 137.700 13.532

2500×2500 4.620 8.940 Ｄ19 ＠ 250 9 89.910 9 71.685 34 137.700 13.532

2800×1500 5.020 9.500 Ｄ22 ＠ 250 9 132.422 9 106.704 38 207.936 13.632

2800×2000 5.020 9.500 Ｄ22 ＠ 250 9 132.422 9 106.704 38 207.936 13.632

2800×2800 5.020 9.500 Ｄ22 ＠ 250 9 132.422 9 106.704 38 207.936 13.632

3000×1500 5.400 10.440 Ｄ22 ＠ 250 9 142.819 9 113.270 38 207.936 13.632

3000×2000 5.400 10.440 Ｄ22 ＠ 250 9 142.819 9 113.270 38 207.936 13.632

3000×2500 5.400 10.440 Ｄ22 ＠ 250 9 142.819 9 113.270 38 207.936 13.632

3000×3000 5.400 10.440 Ｄ22 ＠ 250 9 142.819 9 113.270 38 207.936 13.632

3500×2500 7.392 13.070 Ｄ22 ＠ 250 9 163.613 9 126.950 42 229.824 21.870

径及び
ピッチ

Ｍ1

3.01m
～

6.0ｍ

土被り
呼び名 コンクリ－ト量

0.5ｍ
～

3.0ｍ

Ｍ2 Ｍ3
型枠面積

鉄　　　　　　　　　　筋

組立筋質量

　Ｂ×Ｈ （ｍ3） （ｍ2） 本数（本） 質量（kg） 本数（本） 質量（kg） 本数（本） 質量（kg） （kg）

600× 600 1.092 3.572 Ｄ13 ＠ 250 9 14.686 9 11.462 16 28.656 3.741

800× 800 1.212 3.692 Ｄ13 ＠ 250 9 16.477 9 13.253 16 28.656 3.741

1000×1000 1.332 3.812 Ｄ13 ＠ 250 9 18.268 9 15.044 20 35.820 3.741

1000×1500 1.332 3.812 Ｄ13 ＠ 250 9 18.268 9 15.044 20 35.820 3.741

1200×1200 1.452 3.932 Ｄ13 ＠ 250 9 20.059 9 16.835 20 35.820 3.741

1500×1000 1.680 4.400 Ｄ16 ＠ 250 9 36.785 9 30.888 24 67.392 7.562

1500×1500 1.680 4.400 Ｄ16 ＠ 250 9 36.785 9 30.888 24 67.392 7.562

1800×1500 1.884 4.684 Ｄ16 ＠ 250 9 41.558 9 35.381 24 67.392 7.562

1800×1800 1.884 4.684 Ｄ19 ＠ 250 9 59.940 9 51.030 24 97.200 7.642

2000×1500 2.028 4.908 Ｄ16 ＠ 250 9 44.928 9 38.470 28 78.624 7.562

2000×2000 2.028 4.908 Ｄ19 ＠ 250 9 64.800 9 55.485 28 113.400 7.642

2300×2000 3.168 6.608 Ｄ16 ＠ 250 9 53.071 9 44.928 28 78.624 9.154

2300×2300 3.168 6.608 Ｄ16 ＠ 250 9 53.071 9 44.928 28 78.624 9.154

2500×2000 3.392 6.992 Ｄ16 ＠ 250 9 57.002 9 48.298 34 95.472 11.443

2500×2500 3.392 6.992 Ｄ19 ＠ 250 9 82.215 9 69.660 34 137.700 11.542

2800×2000 3.696 7.456 Ｄ19 ＠ 250 9 89.910 9 76.545 38 153.900 11.542

2800×2500 3.696 7.456 Ｄ19 ＠ 250 9 89.910 9 76.545 38 153.900 11.542

3000×2000 3.920 7.840 Ｄ19 ＠ 250 9 95.580 9 81.405 38 153.900 11.542

3000×2500 3.920 7.840 Ｄ19 ＠ 250 9 95.580 9 81.405 38 153.900 11.542

3000×3000 3.920 7.840 Ｄ19 ＠ 250 9 95.580 9 81.405 38 153.900 11.542

3500×2500 5.720 10.440 Ｄ19 ＠ 250 9 112.185 9 91.935 42 170.100 18.945

径及び
ピッチ

鉄　　　　　　　　　　筋
型枠面積呼び名

土被り
コンクリ－ト量

Ｍ1 Ｍ2 Ｍ3

0.5m
～

1.0ｍ



大型ボックスカルバ－ト　材料表

　

大型ボックスカルバ－ト　材料表

※M1の質量には重ね継手部分を含む。

※M1の質量には重ね継手部分を含む。

－ ３１ －

共－Ⅳ－8

名
称 　段落ち防止用枕（現場打ち）　(その3) 工種

記号 －

改04

組立筋質量

　Ｂ×Ｈ （ｍ3） （ｍ2） 本数（本） 質量（kg） 本数（本） 質量（kg） 本数（本） 質量（kg） （kg） 重ね継手長(m) 圧接箇所数

4000×3000 4.880 9.120 Ｄ22 ＠ 250 9 161.971 9 140.630 44 240.768 16.298

4000×4000 4.880 9.120 Ｄ22 ＠ 250 9 161.971 9 140.630 44 240.768 16.298

4000×5000 6.300 10.940 Ｄ19 ＠ 250 9 123.930 9 104.085 44 178.200 18.945

4500×3000 5.280 9.520 Ｄ22 ＠ 250 9 175.651 9 154.310 48 262.656 18.626

4500×4000 6.800 11.440 Ｄ19 ＠ 250 9 134.055 9 114.210 48 194.400 21.651

4500×5000 6.800 11.440 Ｄ25 ＠ 250 9 237.128 9 202.025 48 343.872 21.970

5000×3000 7.300 11.940 Ｄ22 ＠ 250 9 194.803 9 167.990 52 284.544 21.810

5000×4000 7.300 11.940 Ｄ22 ＠ 250 9 194.803 9 167.990 52 284.544 21.810

5000×5000 7.300 11.940 Ｄ22 ＠ 250 9 194.803 9 167.990 52 284.544 21.810

5500×3000 7.800 12.440 Ｄ22 ＠ 250 9 208.483 9 181.670 56 306.432 27.263

5500×4000 7.800 12.440 Ｄ22 ＠ 250 9 208.483 9 181.670 56 306.432 27.263

5500×5000 9.600 14.640 Ｄ22 ＠ 250 9 213.955 9 181.670 56 306.432 31.243

6000×4000 10.200 15.240 Ｄ22 ＠ 250 9 227.635 9 195.350 60 328.320 31.243

6000×5000 10.320 15.760 Ｄ22 ＠ 250 9 230.371 9 195.350 60 328.320 31.243

6500×5000 11.160 17.000 Ｄ25 ＠ 250 9 326.678 9 277.247 64 458.496 34.586

6500×6000 11.280 17.120 Ｄ19 ＠ 125 16 331.920 16 282.240 130 526.500 34.148

7000×5000 11.880 17.720 Ｄ19 ＠ 125 16 349.920 16 300.240 138 558.900 40.357

7000×6000 11.880 17.720 Ｄ22 ＠ 125 16 472.781 16 405.658 138 755.136 40.616

7500×5000 12.600 18.840 Ｄ29 ＠ 250 9 468.115 9 400.982 74 671.328 41.133

7500×6000 12.600 18.840 Ｄ22 ＠ 125 16 501.965 16 429.978 146 798.912 40.616

8000×5000 15.680 22.320 Ｄ19 ＠ 125 16 396.720 16 336.240 154 623.700 49.034

8000×6000 15.820 22.860 Ｄ22 ＠ 125 16 540.877 16 454.298 156 853.632 49.312

8500×5000 16.660 23.700 Ｄ22 ＠ 125 16 570.061 16 483.482 166 908.352 49.312

8500×6000 19.360 26.800 Ｄ22 ＠ 125 16 579.789 16 483.482 166 908.352 54.884

9000×5000 17.640 25.080 Ｄ25 ＠ 125 16 841.213 16 671.187 176 1260.864 56.675 790

9000×6000 20.480 28.320 Ｄ29 ＠ 250 9 572.443 9 478.094 90 816.480 63.362 9

9500×5000 21.280 29.120 Ｄ32 ＠ 250 9 735.638 9 619.013 94 1054.116 63.680 9

9500×6000 21.280 29.120 Ｄ32 ＠ 250 9 735.638 9 619.013 94 1054.116 63.680 9

10000×5000 25.380 34.020 Ｄ22 ＠ 125 16 710.630 16 561.306 194 1061.568 73.411 690

10000×6000 25.380 34.020 Ｄ32 ＠ 250 9 780.494 9 647.048 98 1098.972 74.426 9

4000×3000 6.300 10.940 Ｄ22 ＠ 250 9 167.443 9 140.630 44 240.768 19.084

4000×4000 6.300 10.940 Ｄ19 ＠ 250 9 123.930 9 104.085 44 178.200 18.945

4000×5000 6.400 11.040 Ｄ22 ＠ 250 9 170.179 9 143.366 44 240.768 19.084

4500×3000 6.800 11.440 Ｄ22 ＠ 250 9 181.123 9 154.310 48 262.656 21.810

4500×4000 6.900 11.940 Ｄ22 ＠ 250 9 183.859 9 154.310 48 262.656 21.810

4500×5000 8.640 14.080 Ｄ22 ＠ 250 9 192.067 9 157.046 48 262.656 24.994

5000×3000 7.400 12.440 Ｄ22 ＠ 250 9 197.539 9 167.990 52 284.544 21.810

5000×4000 9.120 14.560 Ｄ22 ＠ 250 9 203.011 9 167.990 52 284.544 24.994

5000×5000 9.240 14.680 Ｄ22 ＠ 250 9 205.747 9 170.726 52 284.544 24.994

5500×3000 9.840 15.280 Ｄ25 ＠ 250 9 287.276 9 241.427 56 401.184 31.442

5500×4000 9.960 15.800 Ｄ25 ＠ 250 9 290.858 9 241.427 56 401.184 31.442

5500×5000 9.960 15.800 Ｄ25 ＠ 250 9 290.858 9 241.427 56 401.184 31.442

6000×4000 10.560 16.400 Ｄ25 ＠ 250 9 308.768 9 259.337 60 429.840 31.442

6000×5000 12.740 19.380 Ｄ22 ＠ 250 9 244.051 9 198.086 60 328.320 35.223

6500×5000 13.860 20.900 Ｄ25 ＠ 250 9 348.170 9 284.411 68 487.152 38.964

6500×6000 13.860 20.900 Ｄ29 ＠ 250 9 440.899 9 360.158 68 616.896 39.183

7000×5000 14.560 21.600 Ｄ29 ＠ 250 9 463.579 9 382.838 72 653.184 46.307

7000×6000 17.120 24.960 Ｄ22 ＠ 250 9 287.827 9 230.918 72 393.984 50.964

7500×5000 17.760 25.200 Ｄ22 ＠ 125 16 531.149 16 434.842 150 820.800 50.964

7500×6000 18.080 25.920 Ｄ22 ＠ 125 16 540.877 16 439.706 152 831.744 50.964

8000×5000 18.880 26.720 Ｄ22 ＠ 125 16 565.197 16 464.026 160 875.520 54.884

8000×6000 21.780 30.420 Ｄ22 ＠ 125 16 579.789 16 464.026 162 886.464 60.456

8500×5000 22.680 31.320 Ｄ22 ＠ 125 16 637.670 16 488.346 170 930.240 60.456 690

8500×6000 22.860 31.900 Ｄ22 ＠ 125 16 642.534 16 488.346 170 930.240 60.456 690

9000×5000 23.760 32.800 Ｄ32 ＠ 250 9 730.031 9 590.978 90 1009.260 70.048 9

9000×6000 23.940 32.980 Ｄ32 ＠ 250 9 735.638 9 596.585 90 1009.260 70.048 9

9500×5000 25.200 34.640 Ｄ32 ＠ 250 9 774.887 9 630.227 94 1054.116 70.048 9

9500×6000 28.400 38.240 Ｄ32 ＠ 250 9 786.101 9 630.227 94 1054.116 76.416 9

10000×5000 30.000 40.640 Ｄ32 ＠ 250 9 830.957 9 663.869 102 1143.828 81.192 9

10000×6000 30.000 40.640 Ｄ25 ＠ 125 16 994.045 16 753.971 200 1432.800 80.515 790

呼び名
土被り

コンクリ－ト量
径及び
ピッチ

Ｍ1Ｍ1 Ｍ2 Ｍ3

鉄　　　　　　　　　　筋

1.0ｍ

型枠面積

2.0ｍ

組立筋質量

　Ｂ×Ｈ （ｍ3） （ｍ2） 本数（本） 質量（kg） 本数（本） 質量（kg） 本数（本） 質量（kg） （kg） 重ね継手長(m) 圧接箇所数

4000×3000 6.400 11.440 Ｄ22 ＠ 250 9 170.179 9 140.630 44 240.768 19.084

4000×4000 7.920 13.360 Ｄ19 ＠ 250 9 130.005 9 104.085 44 178.200 21.731

4000×5000 8.040 13.480 Ｄ19 ＠ 250 9 132.030 9 106.110 44 178.200 21.731

4500×3000 8.640 14.080 Ｄ22 ＠ 250 9 192.067 9 157.046 48 262.656 24.994

4500×4000 8.760 14.600 Ｄ22 ＠ 250 9 194.803 9 157.046 48 262.656 24.994

4500×5000 8.880 14.720 Ｄ22 ＠ 250 9 197.539 9 159.782 50 273.600 24.994

5000×3000 9.360 15.200 Ｄ22 ＠ 250 9 208.483 9 170.726 52 284.544 24.994

5000×4000 9.360 15.200 Ｄ22 ＠ 250 9 208.483 9 170.726 52 284.544 24.994

5000×5000 11.480 18.120 Ｄ22 ＠ 250 9 219.427 9 173.462 54 295.488 35.223

5500×3000 12.180 18.820 Ｄ25 ＠ 250 9 305.186 9 245.009 58 415.512 35.422

5500×4000 12.180 18.820 Ｄ25 ＠ 250 9 305.186 9 245.009 58 415.512 35.422

5500×5000 12.180 18.820 Ｄ25 ＠ 250 9 305.186 9 245.009 58 415.512 35.422

6000×4000 15.200 22.640 Ｄ25 ＠ 250 9 333.842 9 262.919 64 458.496 43.342

6000×5000 15.360 23.200 Ｄ25 ＠ 250 9 337.424 9 262.919 64 458.496 43.342

6500×5000 16.480 24.320 Ｄ25 ＠ 250 9 362.498 9 287.993 70 501.480 43.342

6500×6000 16.480 24.320 Ｄ19 ＠ 125 16 364.320 16 289.440 136 550.800 42.904

7000×5000 17.440 25.680 Ｄ29 ＠ 250 9 486.259 9 387.374 74 671.328 51.481

7000×6000 17.440 25.680 Ｄ32 ＠ 250 9 601.070 9 478.838 74 829.836 51.740

7500×5000 20.880 29.520 Ｄ32 ＠ 250 9 640.319 9 506.873 78 874.692 56.914

7500×6000 21.240 30.280 Ｄ22 ＠ 125 9 317.923 9 250.070 156 853.632 56.138

8000×5000 22.140 31.180 Ｄ32 ＠ 250 9 679.568 9 540.515 82 919.548 61.292 9

8000×6000 22.140 31.180 Ｄ25 ＠ 125 16 822.109 16 613.875 164 1174.896 60.735 790

8500×5000 26.600 36.840 Ｄ32 ＠ 250 9 791.708 9 574.157 88 986.832 66.864 9

8500×6000 26.600 36.840 Ｄ32 ＠ 250 9 791.708 9 574.157 88 986.832 66.864 9

9000×5000 28.000 38.640 Ｄ25 ＠ 125 16 930.365 16 690.291 184 1318.176 75.779 790

9000×6000 28.000 38.640 Ｄ25 ＠ 125 16 930.365 16 690.291 184 1318.176 75.779 790

鉄　　　　　　　　　　筋

径及び
ピッチ

Ｍ1 Ｍ2 Ｍ3 Ｍ1

3.0ｍ

土被り
呼び名 コンクリ－ト量 型枠面積



（単位：mm）

　

〔適用条件〕

1． 道路下に埋設する水路、通路用に使用する。

2. 最小土被りを0.5ｍとする。

〔仕　　様〕

1． 設計、施工および製品の品質・出来高基準は下記による。

① 土木用コンクリート製品設計便覧（共－16）

② 道路土工　カルバート工指針（（社）日本道路協会）

③ アーチカルバート設計施工要覧（日本アーチカルバート工業会）

2. 構造計算によりⅠ型・Ⅱ型・特厚型を決定すること。

3. 基礎材は再生砕石(RC-40)を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

　なお、施工幅は施工に必要な余裕幅（5～10cm）をもたせる。

4. 均しコンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

※〔ボックスカルバートとアーチカルバートの選定について〕

土被りが大きくなると、ボックスカルバートよりもアーチカルバートが一般的に経済性において有利となる。

また、アーチカルバートはボックスカルバートに比べ、土被りの適用範囲が大きくなっている。(最大約15m)

アーチカルバートを選定するに当たっては、ボックスカルバートと経済性などの比較検討を行った上で

選定することが望ましい。

注1 幅に対する高さ比(H/B)は、0.7,0.8,0.9,1.0,1.1,1.2がある。

注2 t1,t2寸法について、上段はⅠ・Ⅱ型を、下段は特厚型を示す。 〔設計表示方法〕

注3 許容最大土被りは、活荷重T-25，土単位重量＝18kN/m
3
で算出。

ＡＢＸ － － － Ｌ＝ ｍ

ｈ＝各ブロックの最大土被り 内幅 内高 タイプ 設計延長

表示例

ＡＢＸ － Ｂ 1800 － Ｈ 1800 - Ⅱ型 Ｌ＝ 20.0 ｍ

土被りの考え方

－ ３２ －

2000

1500 1500
140
180

160
210

1200 1200
130
160

140
190

2000

200 150

3000 3000
220
280

240
360

2800 2800
210
270

2200 2200
180
230

200
290

230
330

2500 2500
190
250

210
320

2000 2000
170
220

190
270

1000

寸　　法　(mm)

1000
120
150

130
180

t1 t2 h2

基礎寸法

B H h1

製品長
(mm)

1000x1000

2200x2200

1200x1200

1500x1500

1800x1800

2000x2000

2500x2500

1800 1800
160
200

170
230

2800x2800

3000x3000

呼び名

1000

共－Ⅳ－9

Ｂ( 　) (　 )Ｈ(　 ) ( 　)

水セメント比 セメントの種類

高炉セメント
(Ｂ種)

25㎜又は40㎜

7.7

100

1000

250

150

2000

1500

1500

1500

2000

4.9

6.3

6.7

4.1 6.1

Ⅰ型 Ⅱ型

5.6 7.8

5.3

10.8

4.6 9.8

3.3 4.6 10.2200

3.2

3.4 5.9 10.4

3.3 5.2 10.0

10.6
呼び強度 スランプ

名
称

特厚型

許容最大土被り（ｍ）

14.7

12.1

13.7

4.4

工種
記号 ＡＢＸアーチボックスカルバート

18 8㎝又は12㎝

粗骨材の最大寸法

65％以下

敷モルタル

均しコンクリート

基 礎 材

B

H

2
0

h1
h
2
t2

t1100

t1

t1 100

改19



　

〔適用条件〕

1． 法面の侵食や風化の恐れがあり、植生のみでは不十分な場合に使用する。

2． 枠の種類（大型法枠ブロック[Ⅰ型]、ブロック式法枠[Ⅱ型]）及び枠厚は法面状況、施工性、

　市場性、経済性等を勘案し選定する。

3. 法勾配1：1.0より緩やかな法面に使用する。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は、「土木用コンクリート製品設計便覧（共－20）」による。

2. 中詰材は、玉石、緑化土のう、客土吹付を標準とする。

3. 基礎コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

4. 部材の交点は、モルタル等で間詰めをする。また、必要に応じて止め杭を設置する。

〔設計表示方法〕

ＰＦ(   　) － － － Ｌ＝ ｍ Ａ＝ ㎡
前面勾配

ﾌﾞﾛｯｸ形式 　中詰材 設計延長 設計面積

基　　礎

表示例

ＰＦ Ⅱ － Ｔ 150 － 玉石 - Ｎ  1.0 Ｌ＝ 20 ｍ Ａ＝ 80 ㎡

注)　勾配に応じて底面を調整する。

－ ３３ －

名
称

工種
記号 PFⅠ～PFⅡ法枠ブロック（プレキャスト）

セメントの種類

18 8㎝又は12㎝ 25㎜又は40㎜ 60％以下
高炉セメント

(Ｂ種)

呼び強度 スランプ 粗骨材の最大寸法 水セメント比

1：2.0 350 200 400

1：1.0 300 200 400

1：1.5 320 200 400

1000 200

B　1 B　2 H　1

基礎寸法表 単位(mm)

Ⅱ型-200

t

寸　　　法

t

1000 150

摘　　要呼び名
寸　　　法

呼び名

2000 200Ⅰ型 3000

a b

共－Ⅴ－1

単位　(mm)

Ｔ(　   ) (　   ) Ｎ(   　)Ⅱ型-150

摘　　要
a

単位　(mm)

(  　)

200

220

250

Ⅰ：大型法枠ブロック
Ⅱ：ブロック式法枠ブロック

(   　)

  玉石
  緑化土のう
  客土吹付

H　2

   枠厚

a

b b

t

a

a

a

t

1：
N

法枠ブロック

100
0

100
0

100
0

1000 1000100010001000

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

正 面 図断 面 図

基礎コンクリート

B2

H
1

H
2

基礎コンクリート

基礎材

B1

改13



　
〔適用条件〕

1． 長大な法面や風化しやすい軟岩、あるいは節理や亀裂の多い硬岩からなる切土法面などで、整形

　の困難な凹凸の多い場合に適用する。

2. コンクリート(モルタル）吹付工では長期的な安定に不安がある場合に適用する。

〔仕　　様〕

1． 吹付法枠工の設計は、「のり枠工の設計・施工指針（（社）全国特定法面保護協会）」、「フリーフレー

　ム工法設計・施工の手引き（フリーフレーム協会）」によるものとする。

2． 構造規格は、当図を標準とする。ただし、施工性、経済性等を勘案し決定する。

3． 枠及びスパン長は、現場条件に応じて表-1から適宜選定する。

4． 枠吹付材料はモルタルを標準とするが、枠幅が広く、吹付材の飛散による支障がない場合はコンク

　リートを使用することができる。

なお、枠吹付材料配合規格は、下表を標準とする。

(m
3
当り）

※ 細骨材(砂)及び粗骨材(砕石）は所定の強度を得られるように配合するものとする。

5． 梁部材の鉄筋、アンカーピン・アンカーバーはSD345を使用する。

6． 枠部材の交点に施工するアンカーバー等は、地山の状況に応じて適宜決定する。また、必要によ

　りアンカーピンを横枠に設置する。

7． 吹付モルタル(または吹付コンクリート）の強度は、現場で作成した供試体でσ28＝18N/㎜
2
以上必

　要とする。

8． 枠内の中詰めは、客土吹付、植生基材吹付、緑化土のうを標準とする。

9． 枠内の風化が激しい場合には、モルタル吹付、コンクリート吹付を使うことができる。その際は、ラス

　（ワイヤーラスφ2㎜網目50×50㎜）を枠内全面に張る。

10． 施工は法面の整形、清掃を十分に行い、地山に十分密着させる。

11． 吹付直後のコテ仕上げは行わないことを標準とする。

注）（　）内の数値は300A，Bを示す。 注）（　）内の数値は500A，B，Cを示す。 12． 枠内の排水は、中詰め工が植生吹付等の場合は水切り方式、モルタル等の場合はパイプ方式とする。

〔設計表示方法〕

A － － － － N （ ） A = （ ） m
2

B

A スパン長 　前面勾配 　設計面積

B 　中詰材

A

B 表示例
A

B － － － － N A = m
2

C

－ ３４ －

2000×1500

D16, ℓ＝400 D10, ℓ＝200～400

2000×2000

3000×2500 8-D16

400×400

CF-300

8-D13 D19, ℓ＝500～800

CF-500 2500×2500

1000

共－Ⅴ－2

普通ポルトランドセメント

普通ポルトランドセメント

砕石 摘　　　　　　要

コ ン ク リ ー ト

―

※

砂

45～60％以下

CF （   ）×（   ）

※

緑化土のう

名
称

D16, ℓ＝500～700

表-1

D13, ℓ＝400～600

タテ(h)×ヨコ(b) アンカーバー

D19, ℓ＝400～600

500×500

3000×3000

2500×2000

断面

1200×1200
4-D10

呼び名
スパン長 鉄　　　　　筋

CF-200

CF-400

アンカーピン

300×300
1500×1500

1500×1200
200×200

4-D13

ヨコ(A)×タテ(B) 

工種
記号 ＣＦ吹　　付　　法　　枠

セメント水セメント比
　　　　　材料
　工種

0.7

断面

モ ル タ ル

梁部材

※

400㎏以上

400㎏以上45～60％以下

D13, ℓ＝300～500

CF

（   ）×（   ）

1500×1500300×300 

（　　）

D19, ℓ＝600～1000

改19
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Ⅰ型 Ⅱ型 　

〔適用条件〕

1． 護岸法覆工の景観を考慮する箇所等に使用する。

2． 法長、その他の施工条件を勘案して、Ⅰ型、Ⅱ型を適宜選定する。

3． 法勾配1割より緩勾配の法覆工に使用する。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品設計便覧（共－21）」による。

2． Ⅱ型ブロックは　　型の連結鉄筋 (φ13又はD13) を用いて連結し、連結部はモルタルで充填

  するものとする。

3． 裏込材は、再生砕石 (RC-40) を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。なお、裏面

  の土質が裏込材に相当する場合は裏込工を施工しないものとする。

4． 胴込コンクリートに使用するコンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格と同等以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

〔設計表示方法〕

Ⅰ型 Ⅱ型 S K ( ) － ａ ( ) － ｂ ( ) A ＝ ( ) ㎡

種別 ブロック幅 ブロック高  設計面積

表示例

S K Ⅰ － － A ＝ ㎡

材料表（100㎡当り）

材料表（87㎡当り）

単位（㎜）

（注）ブロック１個当たり、体積1.25㎥を超え1.37㎥以下、型枠面積5.58㎡を超え6.50㎡以下である。

（現場製作の場合に適用。）

断　面　図

ｂ1000

共－Ⅵ－1

ａ1300 1000

1300 1000 350

－ ３５ －

名
称

工種
記号 ＳＫ石 張 ブ ロ ッ ク

Ⅱ型 1980 1650 440

呼び名
寸　　法

a b t

Ⅰ型

呼び強度

名　　　　称

石張ブロックⅠ型

胴込コンクリート

裏　　込　　材

スランプ 粗骨材の最大寸法 水セメント比 セメントの種類

18 8cm 25mm 60%以下
高炉セメント

（B種）

1300×1000×350

18-8-25

40mm以下

規　　　格 単位

㎡

㎥

㎥

数量

100

11.7

20.0

摘　　　　要

名　　　　称 規　　　格 単位 数量

石張ブロックⅡ型 1980×1600×440 個 31

連　　結　　筋 φ19 個 31

間　　詰　　土 現地発生材 ㎥ 2.95

石張ブロック

吸 出 防 止 材 t=10mm ㎡ 87.0

摘　　　　要

連結部・クリアランス部の充填

改19



　
〔適用条件〕

1． 護岸法覆工及び仮設工に適用する。

2． 法長等施工条件に応じ、Ⅰ型・Ⅱ型を適宜組合せて設計する。

3． 製品概要は下記のとおりである。

　 ①球体ブロック (径300) をワイヤ－ロ－プ (φ10mm 6×24：4号品 めっき仕様) で連結したもので、

Ⅰ型は10個連結、Ⅱ型は13個連結となっている。

②連結されたブロックの両端には、平座金を介してシンプルを取付けてあり、シャックル等を用いた

連結ブロック相互の連結を可能にしている。なお、平座金間のワイヤ－ロ－プ長は、連結ブロッ

クの施工性に配慮して若干余裕をみてある。

〔仕　　様〕

1． 連結蛇篭ブロックの頭部は、必要に応じて止め杭によって固定するが、杭は松丸杭 (φ12～15×

　長さ 1～1.5m) を標準とする。杭と連結蛇篭ブロックの連結は、製品使用と同仕様のワイヤ－ロ－プ

　によるものとし、シャックル等を用いて接続するものとする。

2． 連結ブロック相互の連結は、シャックル等を用いて接続するものとする。

3． 横方向の連結は、ブロックのフックを利用し、なまし鉄線で連結する。

4． 法面が吸出を受ける恐れがある場合は、吸出防止マット等を施工するものとする。

〔設計表示方法〕

R J － ℓ 1 ( ) － ℓ 2 ( ) A ＝ ( ) ㎡

　天端幅 　法長 　設計面積

表示例

R J － ℓ 1 － ℓ 2 A ＝ ㎡

112㎡当りの数量表

－ ３６ －

名
称

工種
記号 ＲＪ連節蛇篭ブロック張工

 コンクリ－ト圧縮強度18N/mm2以上

 φ10mm 4号 6×24　めっきワイヤ－ロ－プ

球体ブロック

名　　称

本

並丸30 個

φ30cm 個    1,404

規　　格 摘　　　　　要

     468

5.20m 本       78

4.30m

シ ン プ ル

ク リ ッ プ

平 座 金

〃

平 面 図

断 面 図

製品詳細図 連結箇所詳細

個      351

10mm用 個

共－Ⅵ－2

3.0m 8.0m 550

単　位

シャックル等で連結 個       78シ ャ ッ ク ル

     234

数　量

      39

延
長

連結箇所

12

1

2

天端幅

連結箇所

法長 

（法長） （天端幅）     

L

1 :
 1.

5 ～
 2.

5

0.05ｍ

松丸太
φ12～15

型

3.9ｍ(ブロック13個)型

3.0ｍ(ブロック10個)又は

改13



標 準 断 面 図

　
〔適用条件〕

1． 設置場所の状況を勘案し、下記により選定する。

　π型ブロック　……　施工延長がある程度長く、擁壁形状が直線的で高さの変化が少ない場合。

　間知ブロック　……　施工延長が短く、擁壁形状が複雑に変化する場合。

2． ブロック積は練積とする。

3． ブロック形状は，水平積でもよい。

4． 「ブロック積基礎 (プレキャスト) 」は施工が迅速に行える利点があり、使用にあたっては「土木

　用コンクリ－ト製品設計便覧(共－23)｣による。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品設計便覧（共－22）」及び｢プレキャスト・コンク

　リ－ト擁壁類設計要領（（社）北陸建設弘済会）」による。

2． 胴込め、裏込め、天端、調整及び基礎コンクリ－トの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

3． 裏込材及び基礎材は再生砕石 (RC-40) を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

4． 比較的良く締まった地山の掘削部に使用する場合の裏込めは、等厚 (30～40cm)とし、設計

　で明示する。

寸法表 単位(mm) 5． 基礎の縦断勾配は最大で3％とし、3％を超える場合は最小根入深及び経済性等を勘案し、

　階段状に施工する。

6． 基礎材の厚さは概ね10cmとし、施工幅は施工に必要な余裕 (5～10cm) をもたせる。

7． 水抜きパイプは2～3m
2
に1箇所 (VP-50) を標準とし、吸出し防止材 (30cm×30cm×2cm) を

　使用する。

8． 伸縮目地の間隔は10m以下 (π型ブロックは20m以下) とし、目地材は厚さ20mm程度の瀝青

　繊維質目地板を使用する。

〔設計表示方法〕

R ( ) ( ) － H ( ) － U ( ) － N ( ) L ＝ ( ) m A ＝ ( ) ㎡
基　礎

　直高 　前面勾配 　設計延長 　設計面積

　土の種類

基礎寸法表 単位(mm) 　裏コンの有無

1 ： 練積 (裏込コンクリ－トあり)

2 ： 練積 (裏込コンクリ－トなし)

　ブロックの種別

π ： π型ブロック

M  ： 間知ブロック

表示例

R π 1 － － － L ＝ m A ＝ ㎡50 224

呼び強度 セメントの種類

60%以下
高炉セメント

(B種)

N 0.5

8cm又は12cm

裏込コンクリート
無しの場合

共－Ⅵ－3

水セメント比

430 100 250

B　1

100
裏込コンクリート

15cmの場合 550 100 350

裏込コンクリート
10cmの場合 520 100

－ ３７ －

名
称

工種
記号

Rπ1～Rπ2
RM1～RM2ブ ロ ッ ク 積

H 4.0 U 1

粗骨材の最大寸法

25mm又は40mm18

スランプ

B　2 H　1 H　2

100

100300

－

－

1,118

2,236

Ｎ (前面勾配)

1.0

2.0

3.0

5.0

4.0

－

1,044

－

－ 3,354

4,472

5,590

1,077

2,154

3,231

－

150

200

200

200

200

200

100

100

100

150

－

339

432

525

－

－

344

－

－

－

696

300

300

300

300

300

334

424

513

－

439

532

625

－

－

442

－

－

796

ｃ
1:0.3 1:0.4 1:0.5

ｄ

434

524

613

607 707

ｄ

1:0.3 1:0.4 1:0.5

－

Ｈ
(直高：

ｍ)

裏込材厚さｂ
(裏込コ
ンクリ-
ト厚さ)1:0.3 1:0.4 1:0.5

Ｕ１（裏込め土が良好な場合） Ｕ２（裏込め土が普通な場合）

ｃ

Ｌ (法長)

H
1

B1

a
b

d

H2

B2

基礎材

基礎コンクリート

H

改23

胴込コンクリート

積ブロック
積
ブ
ロ
ッ
ク
1
個
以
上

部を裏込め材とすること。
水位がある場合には、斜線
河川護岸または擁壁前面に

1 
: 
N

b

a=350
c

天端コンクリート

調整コンクリート

裏込め材

裏込コンクリート

1
00

H

良質土または地山。なお、

a=350
b

d

1 
: 
( 
N 
- 
0.
1 
)L



標 準 断 面 図

　
〔適用条件〕

1． 設置場所の状況を勘案し、下記により選定する。

　π型ブロック　……　施工面積がある程度広く、平面形の変化が少ない場合。

　間知ブロック　……　施工面積が狭く、平面形が複雑に変化する場合。

2． ブロック張は練張を原則とする。

3． 川裏等水の影響の少ない場合は、空張とすることができる。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品設計便覧（共－25）」による。

2． 胴込め、裏込め及び基礎コンクリ－トの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

3． 裏込材及び基礎材は再生砕石 (RC-40) を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

4． 基礎材の厚さは概ね10cmとし、施工幅は施工に必要な余裕 (5～10cm) をもたせる。

5． 水抜きパイプは2～3m
2
に1箇所 (VP-50) を標準とし、吸出し防止材 (30cm×30cm×2cm) を

π 　使用する。

M 6． 伸縮目地の間隔は10m以下 (π型ブロックは20m以下) とし、目地材は厚さ20mm程度の瀝青

π 　繊維質目地板を使用する。

M

π 〔設計表示方法〕

M

π K ( ) ( ) － ( ) － ( ) L ＝ ( ) m A ＝ ( ) ㎡
M

π 　直高 　前面勾配 　設計延長 　設計面積
M

※裏込材、裏込コンクリートの厚さは、当標準図の厚さを基本とするが、施工場所や要求される水密性を ブロックの種別 　裏コンの有無

　 考慮して決定してもよい。 π ： π型ブロック 1 ： 練張 (裏込コンクリ－ト有り)

M  ： 間知ブロック 2 ： 練張 (裏込コンクリ－ト無し)

基　　礎 3 ： 空張

表示例

K π 1 － － L ＝ m A ＝ ㎡

注)　勾配に応じて底面を調整する。

注)河川護岸の場合は、別途検討

セメントの種類

60%以下

工種
記号

100

100 200

200

200

200

呼び強度

名
称

9,015 11,180 350 100

6,708 100

200

K 1～3－5.00－N 5.00 7,070

K 1～3－4.00－N 4.00

K

5,656

1～3－3.00－N 3.00 4,242 350

2,828 4,472 350

5,409

1：1.0 1：1.5 1：2.0

1,803 2,236 350

N　(前面勾配)

K 1～3－1.00－N 1.00 1,414

100K 1～3－2.00－N 2.00 3,606

300 500

寸　法　表 単位(mm)

記　　　　　　号
H(直高)

ｍ

L　(法長)

a(控長)
裏込コン
クリート
厚さ※

裏込材
の厚さ

※

500 100

100

1：2.0 550 300 500 ―

1：1.5 560

1：1.0 700 300

7,212 8,944 350

単位(mm)

B　1 B　2 H　1 H　2

基礎寸法表

18 8cm又は12cm

4.00 1.0 50

Ｈ Ｎ

－ ３８ －

高炉セメント
(B種)

スランプ 粗骨材の最大寸法

25mm又は40mm

共－Ⅵ－4

水セメント比

226

Kπ1～Kπ3
KM1～KM3ブ ロ ッ ク 張

B1

H
1

B2

H
2

基礎材

基礎コンクリート

改13



側面図 正面図

　
〔適用条件〕

1． 法面の風化や浸食を防止するために使用する。

2． 法勾配1割より緩勾配の法覆工に使用する。

〔仕　　様〕

する

1． 構造規格は、｢土木用コンクリ－ト製品設計便覧(共－26)｣による。

2． 基礎コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

Ⅰ型 Ⅱ型
ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

3． 裏込材の厚さは15～20㎝程度とする。

4． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

5． 裏込材及び基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

6． 水抜きパイプは必要に応じ、２～３㎡に１箇所（ＶＰ-50）を標準とする。この場合は、吸出し防止

　材（30㎝×30㎝×2㎝）を使用する。

〔設計表示方法〕

Ｆ Ｂ － ( ) － Ｔ （ ） － （ ） － Ｎ L ＝ ( ) ｍ A ＝ （ ） ㎡
単位（㎜）

　タイプ 前面勾配  設計延長  設計面積

Ⅰ:無地

Ⅱ:玉石模様  裏込め厚

ブロック厚

表示例

基　礎 Ｆ Ｂ － I － － － L ＝ ｍ A ＝ ㎡

基礎寸法表 単位（㎜）

Ⅰ型

Ⅱ型

呼び名
寸　　法

100～150

b

1000

950～

a

1000

950～

Ｔ

120～250

大型平張ブロック張

25㎜又は40㎜

セメントの種類

N2.0

粗骨材の最大寸法

共－Ⅵ－5

60％以下
高炉セメント

（B種）

工種
記号 ＦＢ

名
称

スランプ

B2

520

460

18

呼び強度

Ｔ120 200

8㎝又は12㎝

H1 H2 B1

1:1.0 400 80 200

1:1.8 400 0 200 420

1:1.5 400 0 200

－ ３９ －

4001:2.0 400 0 200

水セメント比

500100
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標 準 断 面 図

　
〔適用条件〕

1． 設置場所の状況を勘案し、緑化環境の再生に配慮する場合に使用する。

2． 擬石型積ブロックは空積を基本とする。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品設計便覧（共－28）」による。

2． 天端、調整及び基礎コンクリ－トの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

3． 裏込材及び基礎材は再生砕石 (RC-40) を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

寸　法　表 単位(mm) 4． 比較的良く締まった地山の掘削部に使用する場合の裏込めは、等厚 (30～40cm)とし、設計

　で明示する。

5． 基礎の縦断勾配は最大で3％とし、3％を超える場合は最小根入深及び経済性等を勘案し、

　階段状に施工する。

6． 基礎材の厚さは概ね10cmとし、施工幅は施工に必要な余裕 (5～10cm) をもたせる。

7． 背面土砂の流出を防止するために吸出防止材を敷設する。

〔設計表示方法〕

R G － H ( ) － U ( ) － N ( ) L ＝ ( ) m A ＝ ( ) ㎡

　直高 　前面勾配 　設計延長 　設計面積

　土の種類

表示例

R G － － － L ＝ m A ＝ ㎡

基　礎

寸　法　(ｍｍ)

Ｌ

2,500

－ ４０ －

高炉セメント
(B種)

H 4.0 U 1 N 0.5 50.0

8cm又は12cm 25mm又は40mm 60%以下

224

ａ

共－Ⅵ－6

水セメント比 セメントの種類スランプ 粗骨材の最大寸法

工種
記号

280～ 350以上

ＲＧ擬石型ブロック積

呼び強度

ｔ

18

名
称

Ｌ

a

ｔ

基礎コンクリート

基礎材

ｔH
2
00

d

裏込材厚さ

Ｕ１（裏込め土が良好な場合） Ｕ２（裏込め土が普通な場合）

ｃ
ｄ

ｃ
ｄ

1：0.3 1：0.4 1：0.5 1：0.3 1：0.4 1：0.5

200 325 320 317 300 424 421 416

200 － 413 406 300 － 513 505

200 － 506 495

200 － － 585

606 595

300 － － 684

300 －

200 － － 674 － 774300 －

Ｈ
(直高：

ｍ)

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

1,044

－

－ －

1,118

2,236

3,354

4,472

5,590

1,077

2,154

3,231

－

Ｌ　(法長)

1：0.3 1：0.4 1：0.5

Ｎ　(前面勾配)

－

－

天端コンクリート

調整コンクリート

裏込め材

吸出防止材

擬石型積ブロック
H

c
t

1 
: 
N

d

良質土または地山。なお、

河川護岸または擁壁前面に

水位がある場合には、斜線

部を裏込め材とすること。
1:
(N
-0
.1
)

L
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標　準　断　面　図

( 勾配積 )
　
〔適用条件〕

1． 護岸工、土留工に使用する。

2． ブロック積は、空積とする。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は、｢土木用コンクリ－ト製品設計便覧(共－29 )｣による。

2． 天端コンクリート、基礎コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

3． 胴込材は現地発生土、栗石、砕石等を用いて、入念に密に突き固める。

( 水平積 ) 4． 裏込材及び基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

5． 比較的良く締まった地山の掘削部に使用する場合の裏込めは等圧（30～40㎝）とし、設計で明示

　する。

6． 吸出しを受ける恐れがある場合は必要に応じて吸出し防止材を設置する。

7． 基礎の縦断勾配は最大で３％とし、３％を超える場合は最小根入深及び経済性等を勘案し、階段

　状に施工する。

8． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

〔設計表示方法〕

Ｒ C ( ) － ( ) － ( ) L ＝ ( ) ｍ A ＝ （ ） ㎡

　直高  前面勾配  設計面積

　控長  設計延長

表示例

Ｒ C － － L ＝ ｍ A ＝ ㎡

高炉セメント
（B種）

スランプ

－ ４１ －

名
称

工種
記号 ＲＣ中空型ブロック積

H Ｎ

5.00 0.5

共－Ⅵ－7

60％以下

呼び強度

18 8㎝又は12㎝ 25㎜又は40㎜

セメントの種類

裏込材厚さ (mm)

Ｕ１ (裏込め土が良好な場合) Ｕ2 (裏込め土が普通な場合)

粗骨材の最大寸法 水セメント比

559

―

d

1：0.4 1：0.5

d

1：0.5 1：0.3
c

1：0.3 1：0.4

434

424 300

300344 339

432 532 524

― ―

334 442 439

607 300 ― ―

―

― 625200 ― 525 513

寸 法
(mm)

―

350～

200

200

200

200

―

t c

707

613

500 100

― ― 696 796300

300

1 
: 
(N
-0
.1
)

1 
: 
(N
-0
.1
)

1 
: 
N

d

d

部を裏込め材とすること。
水位がある場合には、斜線
河川護岸または擁壁前面に
良質土または地山。なお、

t
c

H

中空型積ブロック

吸出防止材

裏込め材

調整コンクリート

天端コンクリート

天端コンクリート

調整コンクリート

裏込め材

吸出防止材

中空型積ブロック
H

c
t

1 
: 
N

良質土または地山。なお、
河川護岸または擁壁前面に
水位がある場合には、斜線
部を裏込め材とすること。
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〔適用条件〕

1． 盛土の法先抑え、境界工等に使用する。

2. 超軟弱な地盤でなければ、比較的広範囲に使用できる。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は、「土木用コンクリート製品設計便覧（共－30）」による。

2. 製品長は2.0mを標準とする。なお1.0mの場合控壁は２箇所、0.5mの場合は中央に１箇所

 設ける。

3. 胴込材料は、盛土材と同等のものを標準とする。

4. 基礎材は再生砕石（ＲＣ-40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

5. 基礎材の厚さは10㎝程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5～10㎝）をもたせる。

6. 裏込め土の状態に応じ、水抜孔(φ25～75)に吸出し防止材(30cm×30cm×2cm)を設ける。

7. 埋戻しは、十分締固めを行う。

〔設計表示方法〕

ＮＷ － － Ｌ＝ ｍ

壁高 製品長 　設計延長

表示例

寸法表

－Ｈ －Ｌ Ｌ＝ ｍ
70 70

70

e

－

共－Ⅶ－1

名
称

工種
記号 ＮＷ法先ブロック

500

750

呼び名 Ｈ

500 450

Ｂ

750 600

70

100

ｃ

7070

70

ａ

100

Ｌ(　) (　)Ｈ(　)

ｆ

500

500

参考質量(kg)

70

2000

2000

－ ４２ －

2000 20

30

ｇ

250

250

単位（㎜）

ＮＷ 750ｈｄｂ

360

640

L

断 面 図

Ｌ

（背面） （前面）

Ｂ

a

Ｈ

ｄ
c

e

b c

f

g h
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表-2　裏込め土の種類と内部摩擦角

および単位体積重量

　
〔適用条件〕

1． 十分な支持地盤が得られる場合の土留工に使用し、壁高は4ｍ以下とする。

2． 裏込め土および擁壁背面の盛土形状により、表-1、2、3から擁壁の種別・型式を選定する。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は、｢土木用コンクリ－ト製品設計便覧(共－31 )｣および「プレキャスト・コンク

　リート擁壁類設計要領（（社）北陸建設弘済会）」による。

2． 基礎材は再生砕石（ＲＣ-40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。ただし、支持地

　盤が岩盤等の場合は、均しコンクリートのみとし、厚さは5～10cmとする。

3． 基礎材の厚さは、20cm程度とする。また、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

4． 均しコンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

5． 均しコンクリートの厚さは、10cm程度とする。

また、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

6． 敷モルタルの厚さは、3ｃｍ程度とする。

7． 水抜き孔は、2～3㎡に1箇所を標準とし、孔径は5～10ｃｍとする。

8． 水抜き孔には、吸出し防止材（30ｃｍ×30ｃｍ×2ｃｍ）を設ける。

9． 基礎地盤の根入れ深さは、地表面から支持地盤までの深さとし、底版厚さに50ｃｍ程度を加え

　た根入れ深さを確保するものとする。

10． 埋戻しは、十分締固めを行う。

－ Ｈ ( ) － ( ) － ( ) Ｌ＝ ( ) ｍ
〔設計表示方法〕

　壁高 　種別・型式 　製品長 　設計延長
裏込め土の種別・形式

表示例

－ － － Ｌ＝ ｍ

－ ４３ －

セメントの種類

18 8cm又は12cm 25㎜又は40㎜ 65％以下
高炉セメント

（B種）

呼び強度 スランプ

型式

表-1　寸法表

Ⅰ

Ⅱ 盛土高さが0.5mの場合

水平な場合

　30°

　25°

砂質土B

擁壁背面の盛土形状

18kN/m
3

表-3　盛土の形状

C 粘性土

19kN/m
3

A 礫質土 　35°

内部摩擦角

共－Ⅶ－2

ＬＷ

粗骨材の最大寸法

Ⅰ型
Ⅱ型

ＬＷＬ型擁壁（プレキャスト）
図-1　断面図

単位体積重量

Ⅰ型（水平な場合）

 （γ）

20kN/m
3

種別 土質
 （φ）

Ｈ 2500

A
B
C

ＢⅠ 4000

Ⅱ型（盛土高さが0.5mの場合）

工種
記号

24ＬＷ

水セメント比

名
称

H

B

1 :
1 .
5

B

h
=
0
.5

m
H

改19

7120

6670

6820

6860

7050

6450

6520

7500

7750

7700

7950

6260

6260

8100

6110

3940

4190

4140

4340

4490

5460

5860

6010

1750

1950

1800

2150

5660

5610

3000

2900

3100

3250

2200

2750

寸法（mm）

Ｈ Ｂ Ｌ

参考質量

(kg)

1250

4000

2000

ＡⅡ 2600

ＢⅠ 2650

ＢⅡ 2900

ＣⅠ 3000

4000

ＡⅠ

4000

2400

3500

ＡⅠ

3500

2150

2450

2000

ＡⅡ 2350

ＢⅠ 2350

ＢⅡ 2600

ＣⅠ 2700

ＡⅡ 1800

4000

ＡⅡ 2100

ＢⅠ 2050

ＢⅡ 2300

ＣⅠ

1700

1850

3000

ＡⅠ

3000

1850

2500

ＡⅠ

2500

1600

ＢⅠ 1750

ＣⅠ 2150

ＢⅡ 2000

1000

800

2000

1300

1000

850

1200

1500

1050

1550

ＢⅡ

ＣⅠ

4000

1300

1200

4000

1400

1550

40001500

1000

1500

2000

ＡⅠ

ＡⅡ

ＢⅠ

ＢⅡ

ＡⅡ

ＢⅠ

ＣⅠ

ＢⅠ

ＢⅡ

ＣⅠ

ＡⅠ

呼び名

ＡⅠ

ＡⅡ



標準断面図

　
〔適用条件〕

1． 湧水法面や浸透水処理機能が必要な谷止め等に使用する。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は、「土木用コンクリート製品設計便覧（共－33）」および「プレキャスト

・コンクリート擁壁類設計要領((社)北陸建設弘済会)」による。また、基礎構造は当図を標準

とする。

2． 基礎コンクリート、中埋コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

3． 中詰材は、礫質土以上の良質材とする。

4． 中詰材は、締固めを行わなくてよい。

5． 裏込材は透水性の良い材料を使用するものとし、十分締固めを行う。厚さはブロック積に準

じて設計するものとするが、壁高が高い場合には、擁壁の上部を20～40㎝とし1分起しとして下

部の厚さを設計する。ただし、最大の裏込材厚さは1.2ｍ程度とする。

6． 天端は土砂で覆土し、保護する。

7. 根入れ長は、地表面から50cm以上確保する。

〔設計表示方法〕

控長（ｍ) I W － H ( ) － B ( ) － ( ) － N ( ) A = ( ) m
2

    直高   前面勾配 設計面積

控長   中詰材

注） 支持地盤が良好な場合

表示例

I W － H － B － － N A = ㎡

工種
記号 ＩＷ井桁擁壁 （フレーム型）

0.5

1.00

スランプ

8cm又は12cm

7000 1500 0.5砕石

1300 1250 1300

1900

名
称

1.50

寸法ｂ　　(mm)

   
0.3 0.4

1800 1800

共－Ⅶ－3

セメントの種類

高炉セメント
(B種)

水セメント比

60％以下

呼び強度

18

粗骨材の最大寸法

25mm又は40mm

2.00 2300 2350 2400

－ ４４ －

2.50 2750 2850 3000

138

N
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〔適用条件〕

1． 湧水法面や浸透水処理機能が必要な谷止め等に使用する。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は、｢土木用コンクリ－ト製品設計便覧(共－34 )｣及び｢プレキャスト・コンク

　リート擁壁類設計要領（（社）北陸建設弘済会）｣による。

2． 基礎コンクリートの配合規格は、下表を標準とする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

3． 中込材及び裏込材は、割栗石や砕石など、桁間からもれ出すおそれのないもので透水性の

　良い材料とする。

4． 裏込材は、十分締固めを行う。

5． 基礎材は再生砕石 (RC-40) を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

Ⅰ型 Ⅱ型 6． 排水工は、中詰材料によって必要に応じ設ける。

横材 横材 7． 根入れ長は、地表面から50ｃｍ程度確保する。

〔設計表示方法〕

控材 控材

－ H ( ) － B ( ) － ( ) － N ( ) A ＝ ( ) ㎡

　直高 　控長 　中込材 　前面勾配 　設計面積

製品規格表
表示例

－ H － B － － N A ＝ ㎡

断　面　図

製品形状図

A-1

A-2

呼び名
H

IC

IC

控材

A-3

B-1

B-2

1000

1660

横材

L B ｔ

60％以下
高炉セメント

（B種）

B-3

120

2000

2101250

2250

- 110

2000

-

共－Ⅶ－4

0.5 103.5栗石

水セメント比 セメントの種類粗骨材の最大寸法

18

Ⅰ型

横材

控材

-

A-1

1000

1660

Ⅱ型
160

寸法（ｍｍ）

－ ４５ －

名
称

工種
記号 ＩＣ井桁擁壁（組合せ型）

呼び強度

1000

25mm又は40mm

スランプ

5000

-

1000

1660

8cm又は12cm

2320

150

250

310

1 
: 
N

根
入
れ
長
5
0
0
程
度

基礎工

B
控え長

裏込材

天端材

不透水層コンクリート

直
高

改13



　

1． 最大積雪深が1.5ｍ以下の地域で日最低平均気温が-5℃以上の場合に施工する寒中コンク

　リートへ適用する。ただし、部材厚30ｃｍ未満のコンクリート構造物、並びに継足施工となる鉄筋

　構造物には適用しない。

2． 気温の変化が激しく、最低気温が-5℃未満となる場合は、Ⅱ型を使用するものとし、それ以外

　はⅠ型を使用する。

1． 断熱型枠は、基板（厚12mm）と表板（厚9mm）の間に保温材を接着剤で貼り付けた構造とし、

　保温材厚によってⅠ型（10mm）とⅡ型（15mm）の2種類とする。

2． 断熱型枠と仮囲いの併用は行わないものとする。ただし、やむを得ず併用する場合は、給熱

　養生を行った場合の経済性も検討した上で使用する。

〔設計表示方法〕

ＤＫ－(　　) Ａ＝(　　)㎡

　 設計面積

Ⅰ型

Ⅱ型

表示例

（単位：mm）

ＤＫ－Ⅰ型 Ａ＝100㎡

（部材） （材料の規格）

木製の完全耐水合板

ポリスチレンフォーム保温材（JIS A 9511）のＢ類

（押出法ポリスチレンフォーム）Ⅰ類

木製合板

コーナー金具 ステンレスを標準とする

－ ４６ －

ＤＫ断　熱　型　枠

共－Ⅷ－1

工種
記号

〔適用条件〕

〔仕　　様〕

種　別

名
称

表板厚

9

Ⅰ　型 12 10 9

種別 基板厚 保温材厚

基 板

保 温 材

表 板

Ⅱ　型 12 15

1800

90
0

1
0
0

100

厚さ

31mm

12 10(15) 9

コンクリート

単位(mm)

接着剤

パネル断面

コーナー金具

保温材

( 36 )

(　 )内はⅡ型の場合

(  )内はⅡ型の場合

表板

基 板

パネル
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（単位：mm） 　
〔適用条件〕

1． 　設置箇所は現地の状況等を勘案し、下記により選定する。

　Ⅰ種 開発行為等の影響を受けない箇所。

　Ⅱ種 山岳地の斜面や岩盤、構造物等の箇所。

　Ⅲ種 構造物や岩盤等でⅠ種、Ⅱ種が設置できない箇所。

〔仕　　　様〕

1． 　構造規格は、原則として「土木用コンクリート製品設計便覧（共－35）」による。

2． 　杭頭部5㎝は、赤ペイントを塗布する。　ペイントの材質は合成樹脂調合ペイント、又は

    同等品以上とする。

3． 　国の文字が道路側に向くように設置する。

4． 　杭中心を境界と出来ない場合は、次の杭頭マークで表示する。

5． 　根巻コンクリートの配合規格は下表のとおりとする。

ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

6． 　基礎材の厚さは５㎝程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（５㎝程度）をもたせる。

7． 　基礎材は再生砕石（ＲＣ-40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

8． 　埋戻しは十分締固めを行う。

〔設計表示方法〕

Ｋ - （ ） 種 Ｎ ＝ （ ）

種別

Ｋ Ⅰ種 Ｎ ＝

－ ４７ －

Ｋ境　　界　　標

Ⅰ種
Ⅱ種
Ⅲ種

表　示　例

名
称

共－Ⅷ－2

設計本数

－

高炉セメント
（B種）

セメントの種類スランプ

25㎜又は40㎜

水セメント比

Ⅰ　種 Ⅱ　種

Ⅲ　種

―

―

10

呼び強度

8cm又は12cm

―

工種
記号

18

粗骨材の最大寸法

60％以下

根巻コンクリート
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1.     道路下に埋設する電線共同溝の特殊部のハンドホールとして使用する。

2.     電線共同溝は可能な限り歩道等（歩道、自転車歩行者道、自転車道等）に設置するものとし、

 既設占有物件の位置、電線の引き込み等を考慮して配置を計画するものとする。

3.     活荷重は原則として床版には5.0kN/㎡の等分布荷重、側壁は245kNとする。

（単位：mm） 1.     構造規格は、「土木用コンクリート製品設計便覧（共－36）」および「電線共同溝（技術）マニュアル（案）

　改訂案 H27.10（一部改訂）北陸地方無電柱化協議会」による。ただし、収容物の関係などから旧タイプを

　使用する場合は、「電線共同溝マニュアル（案）（H12．10 建設省北陸地方建設局）」による。

2.     基礎材は、再生砕石（ＲＣ－４０）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

3.     一体構造製品の基礎材の厚さは15～20cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）

  をもたせる。

4.     連結して一体構造とする製品や車道部内に設置される製品には、基礎材とコンクリート基礎版

　「土木用コンクリート製品設計便覧（共－40）」を用いる。

5.     特殊部には必要に応じ、排水対策を施す。

6.     特殊部は水平に据え付けるものとし、車道乗入部や歩道切り下げ部への設置は避ける。

7.     埋戻しには所定の材料を用い、十分締固めを行う。

1. 設計箇所数で表示する方法

ＣＣＢＸ　－　（　　）　－　（　　） Ｎ＝ （　　）
　　種別 　 タイプ  設計箇所数

表示例

ＣＣＢＸ－ＴＴ－１型 Ｎ＝５箇所
ＣＣＢＸ－ＮＫＢ Ｎ＝５箇所

2. 設計延長で表示する方法（小型トラフ）

ＣＣＢＸ　－　（　　）　－　（　　） Ｌ＝ （　　）
　　種別 　 タイプ  設計延長

表示例

ＣＣＢＸ－ＮＫＴ－Ｓ2000 Ｌ＝50ｍ

－ ４８ －

ＣＣＢＸ電線共同溝（ＣＣＢＯＸ）

共－Ⅷ－3

工種
記号

〔適用条件〕

〔仕　　様〕

〔設計表示方法〕

名
称

100 2000 100

2200

端壁固定用インサート平面図

8
5

6
0
0

2
0

鋳鉄蓋

調整モルタル

185 1630 185

100 2000 100

側面図

8
5

6
0
0

2
0

80 620 80

780

ＧＬ

80 600 80

760

断面図

3
1
0

3
0
0

高圧分岐桝（ＮＫＢ）６００×６００×２０００ の 例

機器塔調整リングは各電力会社対応品を別途使用する。

構造図は電線共同溝マニュアル改訂版（H16.10 国土交通省北陸地方整備局）による

特殊部Ⅱ型 950ｘ1500ｘ2200
ＮＴ２

種　　別

分岐接続部Ⅰ型

分岐接続部Ⅱ型

電力高圧分岐部Ⅱ型

電力高圧接続部Ⅱ型

電力地上機器部Ⅱ型

電力地上機器部Ⅱ型

通信横断用 ２型

鉄蓋調整リング

機器塔調整リング

地上機器台座

分岐接続部Ⅰ型角型床版

分岐枡

簡易トラフ

小型トラフ

550ｘ1050ｘ2000

通信基点用 １型 950ｘ1500ｘ2200

通信接続枡

特殊部Ⅱ型

ＮＴＳ

400ｘ600ｘ1000

ＮＯＤ 600ｘ1000ｘ1200

柱体接続枡

横断枡

ＮＫＳ

400ｘ500ｘ1000

ＮＫＢ 600ｘ600ｘ2000

低圧分岐枡

高圧分岐枡

ＮＴＢ

300ｘ150ｘ2000

300ｘ150ｘ1000

300ｘ150ｘ1000 R=5.0m対応

400ｘ500ｘ2000

直線部用

曲線部用

ＮＫＴ

S2000

S1000

R1000

ＫＴ

ＢＭ 400ｘ500ｘ1000

各蓋850ｘ1500用 ＢＫＳ

北陸電力対応

φ750

850ｘ1500

ＣＲ

１型

２型

３型

４型

５型

電力地上機器Ⅱ型用

電力地上機器Ⅱ型用

分岐接続部用

分岐接続部Ⅰ型角蓋用

電力高圧分岐部用

電力地上機器Ⅱ型用

北陸電力対応

北陸電力対応

北陸電力対応

北陸電力対応

1060ｘ1500ｘ2200

1000ｘ1500ｘ3400

1060ｘ1500ｘ4200

1000ｘ1500ｘ4900

ＴＨ

１型

２型

３型

４型

タイプ１

タイプ２

タイプ３

タイプ４

1000ｘ1500ｘ5200

東北電力対応

東北電力対応

東北電力対応

東北電力対応

機器塔近接設置タイプ

1060ｘ1500ｘ2200

1000ｘ1500ｘ3400

1060ｘ1500ｘ4200

1000ｘ1500ｘ4900

ＴＴ

１型

２型

３型

４型

５型

1000ｘ1800ｘ3100

1000ｘ1800ｘ2600

1000ｘ1800ｘ2200

東北電力対応

北陸電力対応
ＫＳ

１型

２型

３型

CVT325以下

CVT400以下

CVT150以下

CVT60以下

950ｘ1500ｘ3000

ＫＢ２ 850ｘ1500ｘ2200

標準
ＢＫ２

１型 950ｘ1500ｘ3000

車道分岐 ２型

規　　格 適　　要

標準

車道分岐
ＢＫ１

１型

２型

1200ｘ1500ｘ2200

1200ｘ1500ｘ2200

タイプ
記　　号

種別 タイプ

タイプ１

タイプ２

タイプ３

タイプ４

タイプ５
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形状寸法図

〔適用条件〕

1． 地すべり地内の地すべり抑制工として、深層地下水排水工に使用する。

2． 設計荷重として、偏土圧 100kN/㎡、上載荷重 10kN/㎡を見込む。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品設計便覧（共－37）」、「鉄筋コンクリート集水井設計・

 施工マニュアル(鉄筋コンクリート集水井検討委員会編)」による。

2． 工法は自重沈下方式を原則とするが、地すべり地の地形条件、地質状況、水理特性等の要因

　によってセグメント方式・組合わせ方式を適宜選定する。

3． 鉄筋は、SD345とし、グラウト材の配合は下表、又は指定のプレミックスコンクリ－トを使用する。

4． 昇降階段は、鋼製階段を標準とする。

5． 底張りコンクリ－トの施工を標準とし、刃先ブロック高さ＋5cm程度を打設するものとする。

〔留意事項〕

1． 集水井筒蓋は、耐久性を考慮してコンクリ－ト製品を標準とする。

2． 施工後は、安全管理施設 (防護柵等) を設置することを基本とする。 

3． セグメント方式は、内径4.0mの集水井筒も対応できる。

〔設計表示方法〕

砂 － － ( ) － a ( ) － b ( ) L ＝ ( ) m

内径 　セグメント方式 　設計深さ

　の深さ

　自沈方式

　の深さ

表示例

砂 － － － － L ＝ m

※（　　）内の寸法は、内径3.0m用とする。

共－Ⅷ－4

集水

呼び強度

15.50

40

集水 3.5 a 8.25

名
称

工種
記号 砂－集水組立集水井筒(プレキャスト)

b 6.00

－ ４９ －

水セメント比 セメントの種類

45% 早強セメント

180

200

300

200
1,750

1,500

1,750

750

500

750

500

750

1,000

1,916

3,142

3,665

1,571

1,512

1,645

1,833

1,768

1,961S-3型

3,519

3,728

4,084

4,294

1,759

1,816

1,645

2,042

2,105

S-2型

S-3型

S-1型

S-2型

A　型

B　型

C　型

S-1型

3.5m

3.0m

3.5m

自
重
沈
下
方
式

セ
グ
メ
ン
ト
方
式

Ｒ(mm) H ｔ

3.0m

A　型

B　型

C　型

1,500

280

180

タイプ
外周

(mm)

内周

(mm)
方式 内径(m)
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施　工　図  ( H=3.0mの場合 )

　
〔適用条件〕

1． 地すべり地の排水路工等における落差工に使用する。

2． H=2.0m、2.5m、3.0mを標準とする。H=3.0mを超える場合は協議事項する。

〔仕　　様〕

1．  構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品設計便覧（共－38）」による。

2．  基礎材は再生砕石 (RC-40) を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

3．  基礎コンクリ-トの厚さは15cm程度、基礎材の厚さは20cm程度とし、施工幅は施工に必要な

余裕 (5～10cm) をもたせる。

4．  底盤には、厚さ10cm程度の底張りコンクリ-トを設ける。

5．  底張りコンクリ-ト及び基礎コンクリ－トの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

（単位：mm）

6．  横方向はボルト連結とし、モルタルを充填する。縦方向の連結は垂直鉄筋(SD345)を挿入し、

グラウトを行う。

7．  暗渠排水孔を設けることができる。

8．  背面に流量緩和のための集水桝を設置することを標準とする。

〔設計表示方法〕

砂 － － H ( ) － A ( )

　高さ 　暗渠の有無

表示例

砂 － － － A 有

呼び強度 スランプ 水セメント比

－ ５０ －

名
称

工種
記号 砂－落差工円 形 落 差 工

粗骨材の最大寸法

落差工

共－Ⅷ－5

落差工

セメントの種類

60%以下18 25mm又は40mm
高炉セメント

(B種)
8cm又は12cm

H 2.5

合計 11ヶ 14ヶ 17ヶ

Ｃ形左 1 1 1

Ｃ形右 1 1 1

Ｂ形 1 1 1

Ａ形左－３ 1 1 1

Ａ形右－３ 1 1 1

Ａ形左－２ 1 1 1

Ａ形右－２ 1 1 1

Ａ形左－１ － 1 2

Ａ形右－１ － 1 2

Ａ形 4 5 6

呼び名
H=2.0m H=2.5m H=3.0m

数量（ヶ）
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